
2022/02/25 9:43:08 / 21818711_日本カーボン株式会社_招集通知

表紙

第163回定時株主総会

招集ご通知

第163回定時株主総会招集ご通知 １
事業報告 ５
連結計算書類 19
計算書類 21
監査報告書 23
株主総会参考書類 29

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、株
主総会へのご来場を見合わせ、書面（郵送）また
はインターネットにより事前に議決権を行使いた
だくことをご検討くださいますようお願い申し上
げます。
また、株主総会へ出席の株主様へのお土産は取り
やめさせていただきます。

○開催日時
2022年３月29日（火曜日）午前10時
（受付開始　午前９時）

○開催場所
東京都中央区日本橋茅場町三丁目２番10号
鉄鋼会館　８階　801会議室

○決議事項
第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 定款一部変更の件
第３号議案 取締役４名選任の件
第４号議案 監査役１名選任の件
第５号議案 補欠監査役１名選任の件
第６号議案 当社株券等の大量買付行為への

対応策（買収防衛策）更新の件

証券コード：5302
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株主各位

（証券コード　5302）
2022年３月7日

株　主　各　位
東京都中央区八丁堀一丁目１０番７号
日 本 カ ー ボ ン 株 式 会 社
代表取締役社長 宮 下 尚 史

１．日 時 2022年３月29日（火曜日）午前10時（受付開始　午前９時）
２．場 所 東京都中央区日本橋茅場町三丁目２番10号

鉄鋼会館　８階　801会議室
新型コロナウイルス感染防止対応について
・株主総会にご来場いただく株主の皆様におかれましては、当日の感染状況やご自身の体調をお確かめの上、
マスクの着用など感染予防にご配慮ください。

・感染予防措置として受付前でのアルコール消毒や検温等を予定しており、発熱のある方や体調の優れない方
は、ご入場を制限させていただく場合があります。

・会場内は株主様同士のお席の間隔を広く取らせていただきますので、ご準備できる席数は50席程度となる見
込みです。そのため当日ご来場をいただいても満席時にはご入場を制限させていただく場合があります。
・本年は、株主総会当日におけるお土産の配布は取止めさせていただきます。
株主の皆様におかれましては、何卒ご理解、ご協力のほど、よろしくお願い申しあげます。

第163回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第163回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご通知申し
あげます。
　本株主総会の開催にあたりましては、十分な新型コロナウイルス感染防止策を取らせていただきま
すが、株主の皆様におかれましては、感染拡大防止の観点から、極力、書面またはインターネットに
より事前の議決権行使をいただき、株主様の健康状態にかかわらず、株主総会当日のご来場をお控え
いただくよう強くお願い申しあげます。
　お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討の上、2022年３月28日（月曜日）午後５時30分
までに議決権を行使してくださいますようお願い申しあげます。

敬　具
記

－ 1 －
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株主各位

３．会議の目的事項
報 告 事 項 第163期（2021年１月１日から2021年12月31日まで）事業報告、連結計算書

類および計算書類の内容並びに会計監査人および監査役会の連結計算書類監査結
果報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 定款一部変更の件
第３号議案 取締役４名選任の件
第４号議案 監査役１名選任の件
第５号議案 補欠監査役１名選任の件
第６号議案 当社株券等の大量買付行為への対応策（買収防衛策）更新の件

４．議決権行使についてのご案内
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、本年はご来場を見合わせることをご検討いただき、可能
な限り書面（郵送）またはインターネットにて議決権の事前行使をお願い申しあげます。
⑴ 議決権行使書面において、各議案に賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示をされたものと
して取り扱わせていただきます。

⑵ 当日代理人により議決権を行使される場合は、議決権を有する他の株主様１名に委任すること
ができます。この場合は、代理権を証明する書面（委任状など）をご提出ください。

⑶ 本招集ご通知に際して提供すべき書類のうち、業務の適正を確保するための体制および当該体
制の運用状況の概要、株式会社の支配に関する基本方針、連結株主資本等変動計算書、連結注
記表、株主資本等変動計算書および個別注記表につきましては、法令および定款第17条の規
定に基づき、当社ウェブサイト（https://www.carbon.co.jp/）に掲載しておりますので、
報告事項に関する添付書類には記載しておりません。なお、これらの事項は、監査役が監査報
告を、会計監査人が会計監査報告を作成するに際して監査した事業報告、連結計算書類および
計算書類に含まれております。

⑷ 株主総会参考書類、事業報告、連結計算書類および計算書類に修正が生じた場合は、当社ウェ
ブサイト（https://www.carbon.co.jp/）に掲載させていただきます。

　当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお
願い申しあげます。

以　上

－ 2 －
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議決権行使についてのご案内

議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆さまの大切な権利です。
後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願い申しあげ
ます。
議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

株主総会に
ご出席される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

インターネットで議決権を
行使される場合

同封の議決権行使書用紙を会場受付
にご提出ください。

同封の議決権行使書用紙に議案に対
する賛否をご表示のうえ、ご返送く
ださい。

次ページの案内に従って、議案の賛
否をご入力ください。

日　時 行使期限 行使期限

2022年３月29日（火曜日）
午前10時（受付開始：午前９時）

2022年３月28日（月曜日）
午後５時30分到着分まで

2022年３月28日（月曜日）
午後５時30分入力完了分まで

議決権行使書用紙のご記入方法のご案内
こちらに議案の賛否をご記入ください。
第１・２・４・５・６号議案

⃝ 賛成の場合 「賛」の欄に〇印
⃝ 反対する場合 「否」の欄に〇印

第３号議案

⃝ 全員賛成の場合 「賛」の欄に〇印
⃝ 全員反対する場合 「否」の欄に〇印
⃝ 一部の候補者を反対する場合

「賛」の欄に〇印をし、
反対する候補者の番号を
ご記入ください。

議 決 権 行 使 書
御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

○○○○○○○

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

※議決権行使書はイメージです。

書面（郵送）およびインターネットの両方で議決権行使をされた場合は、インターネットによる議決権行使を有効な議決権行使としてお取り扱
いいたします。また、インターネットにより複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取り扱いい
たします。

－ 3 －
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議決権行使についてのご案内

インターネットによる議決権行使のご案内

ログインQRコードを読み取る方法
「スマート行使」

議決権行使コード・パスワードを
入力する方法

議決権行使コードおよびパスワードを入力することなく議決権行
使ウェブサイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト https://soukai.mizuho-tb.co.jp/

　

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

「スマート行使」での議決権行使は1回のみ。
議決権行使後に行使内容を変更する場合は、お手数ですが
PC向けサイトへアクセスし、議決権行使書用紙に記載の
「議決権行使コード」・「パスワード」を入力してログイン、
再度議決権行使をお願いいたします。
※‌�QRコードを再度読み取っていただくと、PC向けサイト
へ遷移できます。

議決権行使書用紙右下に記載のQRコードを読み取ってください。1
議 決 権 行 使 書

御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

○○○○○○○

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

議 決 権 行 使 書
御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

○○○○○○○

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

※‌�「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。4

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

「次へすすむ」をクリック

議決権行使書用紙に記載された
「議決権行使コード」をご入力ください。
2

「議決権行使コード」
を入力

「次へ」をクリック

議決権行使書用紙に記載された
「パスワード」をご入力ください。
3

「初期パスワード」
を入力

実際にご使用になる
新しいパスワードを
設定してください

「登録」をクリック

※操作画面はイメージです。

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォン、携帯電話の操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

みずほ信託銀行 証券代行部 インターネットヘルプダイヤル
 0120-768-524

（受付時間　９：00～21：00）

－ 4 －
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事業の経過およびその成果

(自2021年 1 月 1 日
至2021年12月31日)

（添付書類）

事　 業　 報　 告

１．企業集団の現況に関する事項
⑴　事業の経過およびその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、半導体不足の影響により生産活動が停滞するなど
の問題がありましたが、概して回復基調となりました。

世界経済は、回復度合いに濃淡が見られるものの、行動規制緩和による個人消費の回復が
成長を押し上げました。

このような状況の中、当社グループの主要関連産業であります国内の鉄鋼産業は、感染症
拡大前の2019年度に近い水準まで国内粗鋼生産が回復しました。また、半導体関連産業
は、データセンターや５Ｇの普及に加え、経済活動の再開により幅広く需要が拡大し、高い
成長となりました。

こ う し た 事 業 環 境 の 中 、 当 社 グ ル ー プ は 、2019 年 に 策 定 し た 中 期 経 営 方 針
「INNOVATION PLAN 2021」に基づき、生産効率の向上と原価および環境負荷の低
減、販売力強化のための販売網整備を推進してまいりました。また、企業市民として、コン
プライアンス体制の一層の強化・拡充と最良の製品を通して広く社会に貢献すべく品質管理
の徹底を推進してまいりました。

この結果、当連結会計年度の売上高は、前連結会計年度比17.8％増の315億7千8百万円
（単体は前期比20.6％増の197億7千万円）となりました。損益面につきましては、経常利
益は、前連結会計年度比23.6％増の44億3千4百万円（単体は前期比53.4％増の30億9千4百
万円）、親会社株主に帰属する当期純利益は、前連結会計年度比50.7％増の27億2千9百万円
（単体は前期比54.4%増の21億3百万円の当期純利益）となりました。

－ 5 －
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事業の経過およびその成果

セ グ メ ン ト の 名 称 売 上 高 増減率（％） 生 産 高 増減率（％）
炭 素 製 品 関 連 29,204 23.6 28,240 30.8
炭 化 け い 素 製 品 関 連 1,565 △29.2 1,890 △29.8
そ の 他 808 △16.1 808 △16.1

合 計 31,578 17.8 30,939 22.5

当社グループのセグメント別の状況は次のとおりであります。
（単位：百万円）

［炭素製品関連］
電極部門は、売価は下落したものの、鉄鋼産業の生産水準が回復したことにより販売量は

増加し、売上および利益は前連結会計年度に比べて増加となりました。
ファインカーボン部門については、半導体関連市場の需要が旺盛で、炭素繊維製品および

特殊炭素材料の売上および利益は前連結会計年度に比べて増加しました。
リチウムイオン電池負極材については、車載向けを中心に堅調な販売を維持し、売上およ

び利益は前連結会計年度に比べて増加しました。
この結果、売上高は292億4百万円（前連結会計年度比23.6％増）、営業利益は33億9百万

円（前連結会計年度比58.6％増）と増収増益になりました。

［炭化けい素製品関連］
炭化けい素繊維の販売については、感染症拡大により航空産業向け需要が低迷し、売上お

よび利益は前連結会計年度に比べて大幅減となりました。
この結果、売上高は15億6千5百万円（前連結会計年度比29.2％減）、営業利益は1億8千5

百万円（前連結会計年度比65.0％減）と減収減益となりました。

［その他］
産業用機械の製造・販売については、受注の減少により、売上高は8億8百万円（前連結会

計年度比16.1％減）、営業利益は1億8百万円（前連結会計年度比67.2％減）と減収減益とな
りました。

－ 6 －
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設備投資等の状況、資金調達の状況、対処すべき課題

⑵　設備投資等の状況
当連結会計年度に実施いたしました設備投資の総額は、18億1千2百万円（有形固定資産16億

6千1百万円、無形固定資産1億5千1百万円）であり、その主なものは生産性向上を目的とした設
備増設や生産能力維持のための設備更新によるものであります。
①　当連結会計年度中に完成した主要設備

当社滋賀工場（炭素製品関連事業）　炭素繊維製造設備　改修工事
当社富山工場（炭素製品関連事業）　電極製造設備　増強及び改修工事
新日本テクノカーボン株式会社（炭素製品関連事業）　特殊炭素製造設備　更新工事

②　当連結会計年度において継続中の主要設備の新設・拡充
当社滋賀工場（炭素製品関連事業）　炭素繊維製造設備　増強及び改修工事
当社富山工場（炭素製品関連事業）　電極製造設備　改修工事

③　重要な固定資産の売却、撤去、滅失
生産能力に重要な影響をおよぼす固定資産の売却、撤去または滅失はありません。

⑶　資金調達の状況
　当連結会計年度は、社債または新株式の発行などによる資金調達は行っておりません。

⑷　対処すべき課題
世界経済は、感染症の再拡大やエネルギー価格上昇の問題が残るなか、個人消費に支え

られ総じて回復は続くと想定されます。
わが国経済もまた、変異株による感染症再拡大や物価上昇が懸念されますが、生産活動

の制約は解消に向かい、回復は持続すると想定されます。
当社グループを取り巻く事業環境につきまして、鉄鋼産業では、半導体不足の解消が国

内粗鋼生産を押し上げると想定されます。また、半導体関連産業では、幅広く旺盛な需要
により、成長が続くと想定されます。

このような状況の中、当社グループは「カーボンニュートラル」や「ＤＸ」という成長
市場に不可欠なカーボン素材を提供する企業集団として新しい市場と共に発展することを
展望し、新たな中期経営方針「BREAKTHROUGH 2024」を策定いたしました。

本中期経営方針では、当社グループの更なる飛躍に向け、「事業構造改革」と「企業体
質の改善」を基軸とし、現状を打破して高い目標を達成することを重要課題としておりま
す。全てのステークホルダーにご満足いただけるよう、収益性および企業価値の向上をは
かるために全社一丸となって取り組んでまいります。

－ 7 －
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設備投資等の状況、資金調達の状況、対処すべき課題

＜日本カーボングループ方針＞
（ア）事業構造改革

カーボンニュートラルおよびDX といった成長市場にフォーカスし、当社事業のポー
トフォリオに適した戦略を展開し、安定した収益の確保を目指します。
 ① 高温炉用炭素繊維製品のグローバル市場トップシェア堅持と更なる拡大
 ② 人造黒鉛電極およびリチウムイオン電池負極材の原価低減によるグローバル競争力強

化と製造プロセスの徹底的な見直しによるコスト削減
 ③ 新規事業の創出
 ④ 特殊炭素材料の高収益化
 ⑤ 炭化けい素繊維の需要に応じた事業展開

（イ）企業体質の改善
継続的なヒューマンリソースの確保、育成を実行し、ダイバーシティなプロモーショ

ンを実行することで、組織力の向上を目指します。ニューノーマルとなったテレワーク
などの働き方改革を進め、本社を含めた事業拠点の機能の在り方を見直し、永続性のあ
る強い企業体質への改善を目指します。
 ① ヒューマンリソースの確保、育成
 ② ニューノーマル時代の働き方改革および活動拠点の効率化

（ウ）ESG 経営の推進
持続可能な社会の実現と企業価値向上を目指し、「環境（Environment）」、「社会

（Social）」、「ガバナンス（Governance）」を念頭に置いたESG 経営を推進してまいり
ます。

今後も当社グループは、コンプライアンス、安全、環境保全、品質向上、情報管理をは
じめとする社会的責任を果たし、グループ全体の国際競争力を一層強化するべく、変革を
進めてまいります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申
し上げます。

－ 8 －
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財産および損益の状況の推移

年　度
区　分

2018年度
第160期

2019年度
第161期

2020年度
第162期

2021年度
第163期

(当連結会計年度)
売 上 高 (百万円) 48,017 44,931 26,802 31,578

経 常 利 益 (百万円) 16,508 15,106 3,587 4,434
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 (百万円) 10,292 9,700 1,810 2,729

１株当たり当期純利益 (円) 931.89 876.81 163.64 247.00

純 資 産 (百万円) 42,734 51,654 50,998 52,257

総 資 産 (百万円) 73,960 77,939 70,930 72,692

年　度
区　分

2018年度
第160期

2019年度
第161期

2020年度
第162期

2021年度
第163期

(当事業年度)
売 上 高 (百万円) 34,072 32,492 16,395 19,770

経 常 利 益 (百万円) 14,388 13,243 2,016 3,094

当 期 純 利 益 (百万円) 9,534 9,536 1,362 2,103

１株当たり当期純利益 (円) 863.21 862.04 123.12 190.33

純 資 産 (百万円) 33,010 41,422 39,996 40,121

総 資 産 (百万円) 51,142 55,321 48,310 50,879

⑸　財産および損益の状況の推移
①　当社および子会社からなる企業集団の財産および損益の状況の推移

（注）１株当たり当期純利益は期中平均株式数に基づいて算出しております。

②　当社の財産および損益の状況の推移

（注） １株当たり当期純利益は期中平均株式数に基づいて算出しております。

－ 9 －
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重要な親会社および子会社の状況

会 社 名 資 本 金 当社の出資比率(注) 主 要 な 事 業 内 容

％
日本カーボンエンジニアリング株式会社 48百万円 100.0 炭素製品の販売および製造

機械器具の販売および製造
株 式 会 社 日 花 園 16百万円 100.0 その他

中 央 炭 素 股 份 有 限 公 司 23百万新台湾ドル 60.0 炭素製品の販売および製造

新日本テクノカーボン株式会社 493百万円 50.0 炭素製品の販売および製造

株 式 会 社 Ｎ Ｔ Ｃ Ｍ 60百万円 50.0
（50.0） 炭素製品の製造

ＮＧＳアドバンストファイバー株式会社 1,150百万円 50.0 炭化けい素製品の販売および製
造

N i p p o n  C a r b o n  E u r o p e  G m b H 25,000ﾕｰﾛ 100.0 炭素製品の販売

NIPPON CARBON OF AMERICA, LLC 750,000ドル 100.0 炭素製品の販売

Nippon Carbon Shanghai Co., Ltd. 3,000,000元 100.0 炭素製品の販売

⑹　重要な親会社および子会社の状況
①　親会社の状況

　該当事項はありません。

②　子会社の状況
（2021年12月31日現在）

（注）当社の出資比率の（　）内は、間接所有出資比率で内数であります。

－ 10 －
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主要な事業内容、主要な営業所および工場等

事 業 区 分 部 門 主 要 製 品

炭 素 製 品
関 連 事 業

電 極 部 門 電気製鋼炉用人造黒鉛電極、黒鉛粉

フ ァ イ ン
カ ー ボ ン
部 門

カーボロン（汎用炭素繊維および黒鉛繊維）、CCM（炭素繊維強化炭素複
合材料）、SCカーボン（高機能複合摺動材料）、カーベスト（含樹脂黒鉛
繊維製パッキング）、ニカフィルム（可撓性黒鉛シール材）、半導体用高
純度および超高純度等方性黒鉛、電刷子、放電加工用電極、カーボン治
具、ベスコート（SiCコート黒鉛製品）、機械用カーボン、原子炉用高純度
黒鉛、電解用電極、高温炉内カーボン部品、その他の特殊炭素製品、リチ
ウムイオン電池負極材、ニカビーズ（導電性フィラー、微量分析用材
料）、レスボン（化学構造用不浸透黒鉛製品）

炭化けい素
製 品 事 業

ニカロン（炭化けい素連続繊維）、
ハイニカロン、ハイニカロン・タイプＳ（超耐熱性炭化けい素連続繊維）

そ の 他 の
事 業 産業機械の製造および修理、不動産賃貸、駐車場経営

⑺　主要な事業内容（2021年12月31日現在）
　当社グループの事業および主要製品は、次のとおりであります。

⑻　主要な営業所および工場等（2021年12月31日現在）
①　当社の事業所

本社（東京都中央区）、大阪支店（大阪市北区）、名古屋営業所（名古屋市中区）、韓国連
絡事務所（大韓民国ソウル市）
富山工場（富山県富山市）、滋賀工場（滋賀県近江八幡市）、白河工場（福島県白河市）、
研究所（滋賀県近江八幡市）

②　子会社の事業所
（国内）日本カーボンエンジニアリング株式会社（富山県富山市）、新日本テクノカーボン

株式会社（宮城県黒川郡）、株式会社ＮＴＣＭ（宮城県黒川郡）、ＮＧＳアドバン
ストファイバー株式会社（富山県富山市）、株式会社日花園（滋賀県近江八幡市）

（ 海 外 ） 中 央 炭 素 股 份 有 限 公 司 （ 中 華 民 国 台 北 市 ） 、Nippon Carbon Europe 
GmbH （ Bonn, Germany ） 、 NIPPON CARBON OF AMERICA, 
LLC（Humble, TX, USA）、Nippon Carbon Shanghai Co., Ltd.（Shanghai, 
China）
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従業員の状況、主要な借入先

事 業 セ グ メ ン ト 従業員数（人） 前期末比増減数（人）

炭 素 製 品 関 連 事 業 544 （60） 7 （△5）

炭 化 け い 素 製 品 事 業 63 （2） △15 （0）

そ の 他 の 事 業 41 （2） △7 （△1）

合 計 648 （64） △15 （△6）

⑼　従業員の状況（2021年12月31日現在）

（注）１. 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に年間の平均人員を外数で記載しております。
２. 従業員数は当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外からの受入出向者を含めて記載してお
ります。

借 入 先 借入残高

百万円

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 3,578

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 1,905

三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 1,050

株 式 会 社 横 浜 銀 行 753

株 式 会 社 七 十 七 銀 行 750

⑽　主要な借入先（2021年12月31日現在）

－ 12 －
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株式に関する事項

⑴　発行可能株式総数 40,000,000株
⑵　発行済株式の総数 11,104,638株（自己株式727,866株を除く）
⑶　株主数 16,388名

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
株 ％

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,476,400 13.30

株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行 （ 信 託 口 ） 829,900 7.47

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 551,748 4.97

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 379,079 3.41

ＪＰ　ＭＯＲＧＡＮ　ＣＨＡＳＥ　ＢＡＮＫ　３８５７８１ 146,625 1.32

日 本 カ ー ボ ン 共 栄 持 株 会 136,100 1.23

ＳＴＡＴＥ　ＳＴＲＥＥＴ　ＢＡＮＫ　ＡＮＤ　ＴＲＵＳＴ　ＣＯＭＰＡＮＹ　５０５０１９ 125,771 1.13

ＳＴＡＴＥ　ＳＴＲＥＥＴ　ＢＡＮＫ　ＷＥＳＴ　ＣＬＩＥＮＴ　－　ＴＲＥＡＴＹ　 ５０５２３４ 102,100 0.92

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 99,585 0.90

ＳＳＢＴＣ　ＣＬＩＥＮＴ　ＯＭＮＩＢＵＳ　ＡＣＣＯＵＮＴ 84,914 0.76

２．株式に関する事項

⑷　大株主

（注）　持株比率は自己株式（727,866株）を控除して計算しております。

　⑸　その他株式に関する重要な事項
当社は、2017年３月29日開催の第158回定時株主総会決議に基づき、取締役等の中長期的な
業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的として、業績連動型株式報酬
制度「株式給付信託（BBT）」を導入しております。
本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託を通じて取得され、取締役等に対
して、当社が定める役員株式給付規定に従って、当社株式および当社株式を時価で換算した金
額相当の金銭が本信託を通じて給付される業績連動型株式報酬制度です。なお、取締役等が当
社株式等の給付を受ける時期は、原則として取締役等の退任時となります。

－ 13 －
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会社の新株予約権等に関する事項、会社役員に関する事項

３．会社の新株予約権等に関する事項
　該当事項はありません。

⑴　取締役および監査役の氏名等 （2021年12月31日現在）

会社における地位 氏 名 担 当 お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 会 長 本 橋 義 時

代 表 取 締 役 社 長 宮 下 尚 史

取 締 役 高 橋 明 人
株式会社オリエンタルコンサルタンツホールディン
グス社外取締役
オーエスジー株式会社社外取締役監査等委員

取 締 役 加 藤 丈 夫

常 勤 監 査 役 宮 崎 　 淳

監 査 役 荒 木 　 繁

監 査 役 佐 々 木 　 光 　 雄

４．会社役員に関する事項

（注）１. 取締役高橋明人氏および加藤丈夫氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。
２. 監査役荒木繁氏および佐々木光雄氏は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。
３. 監査役荒木繁氏は、相当期間に亘り金融業務に携わっており、財務および会計に関する相当程度の知
見を有しております。

４. 監査役佐々木光雄氏は、公認会計士および税理士であり、財務および会計に関する相当程度の知見を
有しております。

５. 当社は、取締役高橋明人氏および取締役加藤丈夫氏並びに監査役荒木繁氏および監査役佐々木光雄氏
を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出ております。

６. 当社は会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、被
保険者が負担することとなる損害賠償請求に起因する損害および損害賠償請求によって生じた争訟費
用を当該保険契約により補填することとしております。
当該保険契約の被保険者は当社の取締役および監査役であります。
当該保険契約の保険料の約９%は被保険者が負担しております。
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会社の新株予約権等に関する事項、会社役員に関する事項

役 員 区 分 報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円） 対象となる
役員の員数
（名）基 本 報 酬 業 績 連 動

報 酬 等
非 金 銭
報 酬 等

取 締 役 188 123 49 15 4
（うち社外取締役） (15) (9) (3) (1) (2)
監 査 役 24 23 1 － 3
（うち社外監査役） (9) (8) (0) － (2)
合 計 212 147 50 15 7
（うち社外役員） (24) (18) (4) (1) (4)

⑵　取締役および監査役の報酬等の額
①　当事業年度に係る報酬等の額

②　業績連動報酬等に係る事項
業績連動報酬等にかかる業績指標は、次のとおりであります。
・当期連結経常利益（4,434百万円）
・連結売上高前期比伸長率と連結営業利益前期比伸長率の平均値（22.30％）
・株主価値（株価＋配当額）前期比伸長率（19.53％）
当該指標を選択した理由は、株主の皆様との価値共有、企業価値向上及び株価上昇に対する
インセンティブ付与の観点からであります。
当社の業績連動報酬は、役位別に定める賞与基本額と上記業績指標別数値に夫々定める支給
率（0%～400%）を乗じたもので算定されております。

③　非金銭報酬等の内容
非金銭報酬等の内容は当社の株式であり、役位に応じた給付株数と中長期（3年）の株価の
変動率による支給係数で算定されております。
株式等の給付を受ける時期は、原則として取締役の退任時であり、当該事業年度における交
付はございません。

④　取締役および監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
取締役の金銭報酬の額は、2007年3月29日開催の第148回定時株主総会において、年額300
百万円を限度とすることが定められております。
当該株主総会終結時の取締役の員数は８名です。
監査役の金銭報酬の額は、2007年3月29日開催の第148回定時株主総会において、年額50
百万円を限度とすることが定められております。
当該株主総会終結時の監査役の員数は３名です。
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会社の新株予約権等に関する事項、会社役員に関する事項

⑤　役員報酬等の内容の決定に関する方針等
当社は役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針を定めており、役員報酬は、
役職に応じた基本報酬と業績連動賞与および株価連動型株式報酬から構成されております。

⑥　取締役の個人別の報酬等の決定に係る委任に関する事項
取締役会は、取締役の賞与の額を、取締役報酬算定規定に従い算定し、諮問委員会の諮問を
経た上で決定しております。

⑶　社外役員に関する事項
①　取締役　高橋　明人
ア．他の法人等の社外役員の兼任状況および当社との関係
株式会社オリエンタルコンサルタンツホールディングスの社外取締役およびオーエスジ
ー株式会社社外取締役監査等委員であります。
当該各会社と当社との間に取引等はありません。

イ．当事業年度における主な活動状況
当事業年度に開催された取締役会17回の全てに出席いたしました。
主に弁護士としての専門的見地から積極的に意見を述べており、専門的な立場から監
督、助言を行うなど、意思決定の妥当性・適正性を確保するための適切な役割を果たし
ております。

ウ．責任限定契約の内容の概要
当社と社外取締役高橋明人氏とは会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条
第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項に定める最低責任限
度額としております。

②　取締役　加藤　丈夫
ア．他の法人等の社外役員の兼任状況および当社との関係
他の法人等の社外役員の兼任はありません。

イ．当事業年度における主な活動状況
当事業年度に開催された取締役会17回の全てに出席いたしました。
主に企業経営の見地から積極的に意見を述べており、適宜、必要な監督、助言を行うな
ど、意思決定の妥当性・適正性を確保するための適切な役割を果たしております。
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会社の新株予約権等に関する事項、会社役員に関する事項

ウ．責任限定契約の内容の概要
当社と社外取締役加藤丈夫氏とは会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条
第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項に定める最低責任限
度額としております。

③　監査役　荒木　繁
ア．他の法人等の社外役員の兼任状況および当社との関係
他の法人等の社外役員の兼任はありません。

イ．当事業年度における主な活動状況
当事業年度に開催された取締役会17回のうち16回に、また、監査役会19回の全てに出
席いたしました。
金融機関で培った豊富な経験と幅広い見識から、取締役会において、取締役会の意思決
定の妥当性・適正性を確保するための発言を行っております。また、監査役会において
当社の内部監査について適宜、必要な発言を行っております。

ウ．責任限定契約の内容の概要
当社と社外監査役荒木繁氏とは会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第
１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項に定める最低責任限
度額としております。

④　監査役　佐々木　光雄
ア．他の法人等の社外役員の兼任状況および当社との関係
他の法人等の社外役員の兼任はありません。

イ．当事業年度における主な活動状況
当事業年度に開催された取締役会17回のうち16回に、また、監査役会19回の全てに出
席いたしました。
公認会計士・税理士として専門的見地から、取締役会において、取締役会の意思決定の
妥当性・適正性を確保するための発言を行っております。また、監査役会において当社
の内部監査について適宜、必要な発言を行っております。

ウ．責任限定契約の内容の概要
当社と社外監査役佐々木光雄氏とは会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423
条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項に定める最低責任限
度額としております。
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会計監査人の状況

支 払 額
当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 52百万円
当社および当社子会社が支払うべき金銭その他財産上の利益の合計額 60百万円

５．会計監査人の状況
⑴　会計監査人の名称

有限責任監査法人トーマツ

⑵　当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

（注）１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法上の監査に対する報酬等の額と金融商品取引法
上の監査に対する報酬等の額を区分しておらず、かつ実質的にも区分できないことから、上記金額は
これらの合計額を記載しています。

２. 当社監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、監
査項目別監査時間および監査報酬の推移並びに過年度の監査計画と実績の状況を確認し、当事業年度
の監査時間および報酬額の見積りの妥当性を検討した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第
399条第１項の同意判断をしています。

３. 当社の重要な子会社のうち在外子会社の中央炭素股份有限公司およびNippon Carbon Shanghai 
Co.,Ltd.については、当社の会計監査人と同一のネットワークに属する他の監査法人の監査証明を受
けています。

⑶　非監査業務の内容
当社は、会計監査人に対して、公認会計士法第２条第１項の業務以外の業務である企業会計基

準第29号「収益認識に関する会計基準」の適用による会計方針の検討に関する助言・指導業務
を委託し対価を支払っております。

⑷　会計監査人の解任または不再任の決定の方針
監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合

は、会計監査人の解任または不再任に関する議案を決定し、取締役会は当該決定に基づき当該議
案を株主総会の会議の目的とすることといたします。

また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第1項各号に定める項目に該当すると認めら
れ、かつ改善の見込みがないと判断した場合は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任
いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会におき
まして、会計監査人を解任した旨と解任理由を報告いたします。

⑸　責任限定契約の内容の概要
該当事項はありません。

－ 18 －



2022/02/25 9:43:08 / 21818711_日本カーボン株式会社_招集通知

連結貸借対照表

科 目 金 額 科 目 金 額
資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形及び売掛金

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

そ の 他 の 流 動 資 産

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機 械 装 置 及 び 炉

車両及び工具器具備品

土 地

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

繰 延 税 金 資 産

そ の 他 の 投 資

貸 倒 引 当 金　

45,399

17,865

11,592

7,896

4,595

2,886

585

△22

27,292

19,515

7,177

8,195

464

3,544

132

264

7,513

5,172

378

1,964

△2　

流 動 負 債 17,027
支払 手形及 び買掛 金 3,900
短 期 借 入 金 9,180
設 備 関 係 支 払 手 形 480
未 払 費 用 516
未 払 法 人 税 等 1,038
賞 与 引 当 金 208
役 員 賞 与 引 当 金 59
そ の 他 の 流 動 負 債 1,643

固 定 負 債 3,407
長 期 借 入 金 1,387
繰 延 税 金 負 債 633
退 職 給 付 に 係 る 負 債 776
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 55
役 員 株 式 給 付 引 当 金 89
環 境 対 策 引 当 金 28
資 産 除 去 債 務 62
そ の 他 の 固 定 負 債 373

負 債 合 計 20,434
純 資 産 の 部

株 主 資 本 43,054
資 本 金 7,402
資 本 剰 余 金 7,857
利 益 剰 余 金 29,805
自 己 株 式 △2,011

その他の包括利益累計額 1,932
その他有価証券評価差額金 1,868
為 替 換 算 調 整 勘 定 124
退職給付に係る調整累計額 △59

非 支 配 株 主 持 分 7,270
純 資 産 合 計 52,257

資 産 合 計 72,692 負 債 及 び 純 資 産 合 計 72,692

連 結 貸 借 対 照 表
（2021年12月31日現在）

（単位：百万円）

※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結損益計算書

(自2021年 1 月 1 日
至2021年12月31日)

科 目 金 額
売 上 高 31,578
売 上 原 価 23,539

売 上 総 利 益 8,038
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,332

営 業 利 益 3,706
営 業 外 収 益

受 取 利 息 4
受 取 配 当 金 99
為 替 差 益 146
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 42
助 成 金 収 入 2
受 取 補 償 金 366
受 取 保 険 金 208
そ の 他 の 営 業 外 収 益 221 1,092

営 業 外 費 用
支 払 利 息 61
固 定 資 産 除 却 損 20
休 止 固 定 資 産 減 価 償 却 費 149
災 害 損 失 59
そ の 他 の 営 業 外 費 用 72 363
経 常 利 益 4,434

特 別 利 益
投 資 有 価 証 券 売 却 益 179 179

特 別 損 失
火 災 損 失 97
工 場 移 転 関 連 費 用 84 182
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 4,431
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,362
法 人 税 等 調 整 額 7 1,370
当 期 純 利 益 3,060
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 331

親会社株主に帰属する当期純利益 2,729

連 結 損 益 計 算 書

（単位：百万円）

※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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貸借対照表

科 目 金 額 科 目 金 額
資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
前 払 費 用
短 期 貸 付 金
そ の 他 の 流 動 資 産

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物
機 械 装 置 及 び 炉
車 両 及 び 工 具 器 具 備 品
土 地
建 設 仮 勘 定
無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア
そ の 他 の 無 形 固 定 資 産
投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
長 期 貸 付 金
長 期 前 払 費 用
そ の 他 の 投 資
貸 倒 引 当 金　

29,063
13,646

959
6,843
4,983

745
1,353

119
314
95

21,816
10,624
2,768
4,386

227
3,166

75
173
166

7
11,018
3,979
3,116
2,000

117
1,806

△ 2　

流 動 負 債 9,045
支 払 手 形 416
買 掛 金 2,867
短 期 借 入 金 3,640
未 払 金 631
未 払 費 用 202
未 払 法 人 税 等 752
設 備 関 係 支 払 手 形 52
役 員 賞 与 引 当 金 50
賞 与 引 当 金 128
そ の 他 の 流 動 負 債 303

固 定 負 債 1,712
長 期 借 入 金 237
繰 延 税 金 負 債 681
退 職 給 付 引 当 金 314
役 員 株 式 給 付 引 当 金 89
環 境 対 策 引 当 金 0
長 期 預 り 保 証 金 262
資 産 除 去 債 務 60
そ の 他 の 固 定 負 債 66

負 債 合 計 10,758
純 資 産 の 部

株 主 資 本 38,261
資 本 金 7,402
資 本 剰 余 金 7,857

資 本 準 備 金 1,851
そ の 他 資 本 剰 余 金 6,006
利 益 剰 余 金 25,012

そ の 他 利 益 剰 余 金 25,012
繰 越 利 益 剰 余 金 25,012

自 己 株 式 △2,011
評 価 ・ 換 算 差 額 等 1,860
その他有価証券評価差額金 1,860
純 資 産 合 計 40,121

資 産 合 計 50,879 負 債 及 び 純 資 産 合 計 50,879

貸　借　対　照　表
（2021年12月31日現在）

（単位：百万円）

※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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損益計算書

(自2021年 1 月 1 日
至2021年12月31日)

科 目 金 額
売 上 高 19,770
売 上 原 価 14,303
売 上 総 利 益 5,466

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 3,025
営 業 利 益 2,441

営 業 外 収 益
受 取 利 息 20
受 取 配 当 金 239
受 取 保 険 金 191
為 替 差 益 137
そ の 他 の 営 業 外 収 益 220 809

営 業 外 費 用
支 払 利 息 19
固 定 資 産 除 却 損 10
災 害 損 失 59
そ の 他 の 営 業 外 費 用 67 156
経 常 利 益 3,094

特 別 利 益
投 資 有 価 証 券 売 却 益 179 179

特 別 損 失
火 災 損 失 97
工 場 移 転 関 連 費 用 95
関 係 会 社 株 式 評 価 損 85 277
税 引 前 当 期 純 利 益 2,996
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 878
法 人 税 等 調 整 額 44 893
当 期 純 利 益 2,103

損　益　計　算　書

（単位：百万円）

※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結会計監査報告

独立監査人の監査報告書

日本カーボン株式会社
取 締 役 会 御 中

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 矢 野 　 浩 一
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 秋 山 　 謙 二

２０２２年２月９日

有限責任監査法人　トーマツ
　 　 東 京 事 務 所

　
監査意見
当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、日本カーボン株式会社の2021年1月1日
から2021年12月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損
益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計
の基準に準拠して、日本カーボン株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類
に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ
た。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記
載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子
会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法
人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結
計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運
用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成す
ることが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任が
ある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を
監視することにある。

連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書謄本

－ 23 －
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連結会計監査報告

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤
謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立
の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により
発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与え
ると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通
じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リ
スクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断によ
る。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではな
いが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するため
に、監査に関連する内部統制を検討する。
・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会
計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、ま
た、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は
状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重
要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚
起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連
結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監
査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継
続企業として存続できなくなる可能性がある。
・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会
計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表
示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示している
かどうかを評価する。
・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十
分かつ適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び
実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過
程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められ
ているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規
定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害
要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記
載すべき利害関係はない。

以　上
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個別会計監査報告

独立監査人の監査報告書

日本カーボン株式会社
取 締 役 会 御 中

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 矢 野 　 浩 一
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 秋 山 　 謙 二

２０２２年２月９日

有限責任監査法人　トーマツ
　 　 東 京 事 務 所

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、日本カーボン株式会社の2021年1
月1日から2021年12月31日までの第163期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計
算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」とい
う。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において
適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ
た。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載
されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立して
おり、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の
基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算
書類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成するこ
とが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任があ
る。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行
を監視することにある。

会計監査人の監査報告書謄本

－ 25 －
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個別会計監査報告

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬
による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の
立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生
する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合
理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通
じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リ
スクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断によ
る。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではない
が、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するため
に、監査に関連する内部統制を検討する。
・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会
計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、
入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況
に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な
不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起する
こと、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等
に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日
までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業とし
て存続できなくなる可能性がある。
・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計
の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構
成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうか
を評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過
程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められ
ているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する
規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻
害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行
う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関
係はない。

以　上
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書
　当監査役会は、2021年1月1日から2021年12月31日までの第163期事業年度の取締役の職務
の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、
以下のとおり報告いたします。
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

（１）監査役会は、監査の方針、監査計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果に
ついて報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報
告を受け、必要に応じて説明を求めました。

（２）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、監査計画等に
従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査
の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施いたしました。

①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況につ
いて報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要
な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、
子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社か
ら事業の報告を受けました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す
るための体制その他株式会社及びその子会社からなる企業集団の業務の適正を確保する
ために必要なものとして会社法施行規則第100条第1項及び第3項に定める体制の整備に
関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システ
ム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告
を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第3号イの基本方針及び同号ロの各
取組みについては、取締役会その他における審議の状況等を踏まえ、その内容について
検討を加えました。

④会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証
するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて
説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保す
るための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理
基準」（平成17年10月28日 企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受
け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対
照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計
算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）につ
いて検討いたしました。

監査役会の監査報告書謄本

－ 27 －
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監査役会の監査報告

２．監査の結果
（１）事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示している
ものと認めます。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は
認められません。

③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内
部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、財務
報告に係る内部統制を含め、指摘すべき事項は認められません。

④事業報告に記載されている会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関
する基本方針については、指摘すべき事項は認められません。事業報告に記載されてい
る会社法施行規則第118条第３号ロの取組みは、当該基本方針に沿ったものであり、当
社の株主共同の利益を損なうものではなく、かつ、当社の会社役員の地位の維持を目的
とするものではないと認めます。

（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人 有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（３）連結計算書類の監査結果
会計監査人 有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

２０２２年２月10日
日本カーボン株式会社　監査役会
常勤監査役 宮　崎　　　淳 ㊞
監　査　役（社外監査役） 荒　木　　　繁 ㊞
監　査　役（社外監査役） 佐々木　光　雄 ㊞

　
以　上

－ 28 －
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剰余金の処分の件

株主総会参考書類

議案および参考事項
第１号議案　剰余金処分の件
　当社は、株主の皆様への利益還元を重視しておりますが、今第163期の期末配当につきまして
は、内部留保に配慮しつつ、長期的かつ安定的な配当を実施するという基本方針に基づき、以下の
とおりといたしたいと存じます。
期末配当に関する事項
①　配当財産の種類
金銭

②　配当財産の割当てに関する事項およびその総額
当社普通株式１株につき金100円
配当総額1,110,463,800円

③　剰余金の配当が効力を生じる日
　2022年３月30日

－ 29 －
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定款一部変更の件

現行定款 変更案
（株主総会参考書類等のインターネット開示
とみなし提供）
第17条　当会社は、株主総会の招集に際し、

株主総会参考書類、事業報告、計算
書類および連結計算書類に記載また
は表示をすべき事項に係る情報を、
法務省令に定めるところに従いイン
ターネットを利用する方法で開示す
ることにより、株主に対して提供し
たものとみなすことができる。

＜　削　除　＞

第2号議案　定款一部変更の件
１．変更の理由
　「会社法の一部を改正する法律」（令和元年法律第70号）附則第１条ただし書きに規定す
る改正規定が2022年9月1日に施行されますので、株主総会資料の電子提供制度導入に備える
ため、次のとおり当社定款を変更するものであります。
（１）　変更案第17条第1項は、株主総会参考書類の内容である情報について、電子提供措置

をとる旨を定めるものであります。
（２）　変更案第17条第２項は、書面交付請求をした株主に交付する書面に記載する事項の

範囲を限定するための規定を設けるものであります。
（３）　株主総会参考書類等のインターネット開示とみなし提供の規定（現行定款第17条）

は不要となるため、これを削除するものであります。
（４）　上記の新設・削除に伴い、効力発生日等に関する附則を設けるものであります。

２．変更の内容
　変更の内容は次のとおりであります。

（下線は変更箇所）

－ 30 －
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定款一部変更の件

現行定款 変更案

＜　新　設　＞
（電子提供措置等）
第17条　当会社は、株主総会の招集に際

し、株主総会参考書類等の内容であ
る情報について、電子提供措置を取
るものとする。

２　当会社は、電子提供措置を取る事
項のうち法務省令で定めるものの全
部または一部について、議決権の基
準日までに書面交付請求した株主に
対して交付する書面に記載しないこ
とができる。

＜　新　設　＞
（附則）
１．変更前定款第17条（株主総会参考書類
等のインターネット開示とみなし提供）
の削除および変更後定款第17条（電子
提供措置等）の新設は、会社法の一部を
改正する法律（令和元年法律第70号）
附則第1条ただし書きに規定する改正規
定の施行の日（以下「施行日」という）
から効力を生じるものとする。

２．前項の規定にかかわらず、施行日から６
か月以内の日を株主総会の日とする株主
総会については、変更前定款第17条は
なお効力を有する。

３．本附則は施行日から６か月を経過した日
または前項の株主総会から３か月を経過
した日のいずれか遅い日後にこれを削除
する。

－ 31 －
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取締役４名選任の件

候補者
番　号

氏 名
（ 生 年 月 日 ） 略歴、地位および担当ならびに重要な兼職の状況 所 有 す る

当社の株式数

１

もと

本
 

　
 

　
はし

橋
 

　
 

　
よし

義
 

　
 

　
じ

時
(1948年５月10日生)

    1972年    4 月 当社入社
    2008年    10月 当社執行役員生産技術本部滋賀工場長
    2009年    3 月 当社取締役生産技術本部滋賀工場長
    2011年    1 月 当社常務取締役生産技術本部富山工場長
    2013年    1 月 当社常務取締役生産技術本部長兼生産技術部

長
    2014年    2 月 当社代表取締役副社長兼生産技術本部長兼生

産技術部長
    2015年    3 月 当社代表取締役副社長兼生産技術本部長兼生

産技術部長兼開発本部長
    2017年    1 月 当社代表取締役会長（現任）

（現在に至る）

7,800株

（取締役候補者とした理由）
　当社入社以来、製造部門を幅広く経験し、主力工場である滋賀工場長、富山工場長を歴任し、ま
た、開発本部長としては新製品開発の陣頭指揮を執るなど、豊富な経験と実績を有しております。こ
れらの経験や実績を当社経営に活かすことが出来ると判断し取締役候補者といたしました。

２

みや

宮
 

　
 

　
した

下
 

　
 

　
たか

尚
 

　
 

　
ふみ

史
(1964年２月８日生)

    1992年    6 月 当社入社
    2011年    1 月 当社執行役員営業本部ＦＣ販売第１部長兼大

阪支店長
    2011年    11月 当社執行役員営業本部ＦＣ販売第１部長兼Ｆ

Ｃ販売第２部長兼大阪支店長
    2012年    1 月 当社執行役員営業本部副本部長兼ＦＣ販売第

１部長兼ＦＣ販売第２部長
    2012年    3 月 当社取締役営業本部副本部長兼ＦＣ販売第１

部長兼ＦＣ販売第２部長
    2013年    1 月 当社取締役営業本部長兼ＦＣ販売第１部長兼

ＦＣ販売第２部長
    2013年    9 月 当社取締役営業本部長兼ＦＣ販売第１部長
    2015年    1 月 当社常務取締役営業本部長兼ＦＣ販売部長
    2016年    1 月 当社専務取締役営業・企画本部長
    2017年    1 月 当社代表取締役社長（現任）

（現在に至る）

2,100株

（取締役候補者とした理由）
　当社入社以来、営業部門を幅広く経験し、事業拡大の中心的役割を担ってきました。また、企画部
門のトップとしても海外事業進出や経営計画策定などを主導しました。これらの経験や実績を当社経
営に活かすことが出来ると判断し取締役候補者といたしました。

第3号議案　取締役４名選任の件
　取締役全員（４名）は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては、取締役４名
の選任をお願いするものであります。
　取締役の候補者は、次のとおりであります。

－ 32 －
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取締役４名選任の件

候補者
番　号

氏 名
（ 生 年 月 日 ） 略歴、地位および担当ならびに重要な兼職の状況 所 有 す る

当社の株式数

３

社 外 独立役員
か

加
 

　
 

　
とう

藤
 

　
 

　
たけ

丈
 

　
 

　
お

夫
(1952年11月３日生)

    1975年    4 月 株式会社アルバック（旧日本真空技術株式会
社）入社

    2006年    9 月 同社取締役
    2013年    7 月 アルバック東北株式会社代表取締役社長
    2018年    9 月 株式会社アルバック顧問
    2020年    3 月 当社社外取締役（現任）

（現在に至る）

0株

（社外取締役候補者とした理由および期待される役割の概要）
　企業経営その他幅広い分野での豊富な経験と優れた見識を客観的立場から当社経営に活かし、企業
価値向上とコーポレートガバナンスの一層の充実を図っていただくため、社外取締役候補者といたし
ました。

４

社 外 独立役員

かた

片
 

　
 

　
やま

山
 

　
 

　
ゆ

有　
り

里　
こ

子
(1974年12月14日生)

    2000年    10月 弁護士登録
    2005年    4 月 ニューヨーク州弁護士登録
    2009年    9 月 高橋・片山法律事務所開設
    2010年    4 月 日本弁護士連合会国際室嘱託（現任）
    2020年    9 月 日本弁護士連合会国際室長（現任）

（現在に至る）

0株

（社外取締役候補者とした理由および期待される役割の概要）
　同氏は、過去に会社の経営に関与された経験はありませんが、弁護士としての専門的知識、経験等
を客観的な立場から当社経営に活かし、企業価値向上とコーポレートガバナンスの一層の充実を図っ
ていただくため、社外取締役候補者といたしました。

（注）１. 片山有里子氏は新任の社外取締役候補者であります。
２. 各取締役候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
３. 加藤丈夫氏および片山有里子氏は、社外取締役候補者であります。なお、当社は加藤丈夫氏を東京証

券取引所の定めに基づく独立役員として届け出ております。加藤丈夫氏が社外取締役に再任された場
合は、引き続き独立役員として届け出る予定であります。また、片山有里子氏が社外取締役に選任さ
れた場合は、同様に独立役員として届け出る予定であります。

４. 加藤丈夫氏は、現在当社の社外取締役でありますが、当社の社外取締役としての在任期間は本総会終
結の時をもって2年となります。

－ 33 －
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取締役４名選任の件

氏名 属性 現職
取締役が有する能力

企業
経営

経営
企画 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 法務・

ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ
営業・
販売

製造・
技術

研究
開発

本橋　義時 社内 代表取締役会長 ● ● ●

宮下　尚史 社内 代表取締役社長 ● ● ● ●

加藤　丈夫 社外
独立 取締役 ● ● ●

片山　有里子 社外
独立 取締役 ● ●

５. 加藤丈夫氏は、会社法第427条第１項により、当社との間で会社法第423条第１項の損害賠償責任を
限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令の定める最低責
任限度額としております。また、加藤丈夫氏が社外取締役に再任された場合は、当社は同氏との当該
契約を継続する予定であります。また、片山有里子氏が選任された場合は、同様の責任限定契約を締
結する予定であります。

６. 当社は会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、被
保険者が負担することとなる損害賠償請求に起因する損害および損害賠償請求によって生じた争訟費
用を当該保険契約により補填することとしております。各取締役候補者が選任された場合は、当該保
険契約の被保険者に含められることとなります。

＜ご参考＞選任後の経営体制

－ 34 －
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監査役１名選任の件

氏 名
（ 生 年 月 日 ） 略 歴 、 地 位 お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況 所 有 す る

当社の株式数

た

田　　
なか

中　　
よし

義　　
かず

和
(194７年１２月１日生)

    1971年    4 月 当社入社
    2006年    3 月 当社取締役
    2009年    3 月 当社取締役退任

（現在に至る）

0株

（監査役候補者とした理由）
　当社および当社関係会社の経営に携わり、経営者としての豊富な経験と幅広い見識を有しており、当社の監
査体制の強化に適しているとの判断から社外監査役候補といたしました。

第４号議案　監査役１名選任の件
　本総会本総会終結の時をもって、監査役荒木繁氏は辞任されますので、監査役１名の選任をお願い
するものであります。監査役候補者は、辞任される監査役の補欠として選任をお願いすることとなり
ますので、その任期は当社定款の定めにより辞任される監査役の任期満了の時までとなります。
　なお、本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。
　監査役候補者は次のとおりです。

（注）１．監査役候補者と当社の間に特別の利害関係はありません。
２．田中義和氏は、社外監査役候補であります。同氏は当社およびその子会社の取締役の職にあった者に
あたりますが、会社法第2条第16号に規定される全ての要件を満たしていることから社外監査役候補
といたしました。また、田中義和氏が社外監査役に選任された場合は、東京証券取引所の定める独立
役員として届け出る予定であります。同氏は当社およびその子会社の取締役の職にあった者にあたり
ますが、退任から相当の期間が経過し、退任後については関係は継続していないことから、独立性の
基準及び開示加重要件に該当せず、一般株主と利益相反の生じる恐れがないものと判断いたしており
ます。

３. 田中義和氏が監査役に就任した場合は、会社法第427条第１項により、当社との間で会社法第423条
第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。当該契約に基づく損害賠償責任の
限度額は、法令の定める最低責任限度額としております。

４. 当社は会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、被
保険者が負担することとなる損害賠償請求に起因する損害および損害賠償請求によって生じた争訟費
用を当該保険契約により補填することとしております。田中義和氏が選任された場合は、当該保険契
約の被保険者に含められることとなります。

－ 35 －
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補欠監査役１名選任の件

氏 名
（ 生  年  月  日 ） 略 歴 、 地 位 お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況 所 有 す る

当社の株式数

かわ

河
 

　
 

　
い

合
 

　
 

　
ち

千
 

　
 

　
ひろ

尋
(1973年６月14日生)

    1997年    4 月 公認会計士登録
    2006年    7 月 税理士登録
    2006年    7 月 河合千尋公認会計士・税理士事務所（現ベイサイ

ド・パートナーズ会計事務所）開業
    2016年    6 月 株式会社ベイサイド・パートナーズ設立

代表取締役（現任）
    2018年    12月 横浜市公立大学法人評価委員会委員（現任）
    2021年    6 月 株式会社宇徳社外監査役（現任）

（現在に至る）

0株

（補欠の社外監査役候補者とした理由）
　公認会計士、税理士として豊富な経験と幅広い見識を有しており、社外監査役としての職務を適切に遂行で
きるものと判断し、補欠の社外監査役候補者といたしました。

第５号議案　補欠監査役１名選任の件
　本総会開始の時をもって、2021年3月26日開催の第162回定時株主総会において選任いただいた補
欠監査役田中義和氏の予選の効力が失効いたしますので、法令に定める監査役の員数を欠くことにな
る場合に備え、補欠監査役１名の選任をお願いするものであります。
　なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
　補欠監査役の候補者は、次のとおりであります。

（注）１. 補欠監査役候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
２. 河合千尋氏は、補欠の社外監査役候補者であります。
３. 河合千尋氏が監査役に就任した場合は、会社法第427条第１項により、当社との間で、会社法第423

条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。当該契約に基づく損害賠償責任
の限度額は、法令の定める最低責任限度額としております。

４. 当社は会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、被
保険者が負担することとなる損害賠償請求に起因する損害および損害賠償請求によって生じた争訟費
用を当該保険契約により補填することとしております。河合千尋氏が監査役に就任した場合、同氏は
当該保険契約の被保険者に含められることとなります。

－ 36 －
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当社株券等の大量買付行為への対応策（買収防衛策）更新の件

第６号議案　当社株券等の大量買付行為への対応策（買収防衛策）更新の件
　当社は、2021年３月26日開催の第162回定時株主総会における株主の皆様のご承認を得て、当社
の企業価値の向上および会社の利益ひいては株主共同の利益の実現に反すると判断される当社株券等
の大量買付行為への対応策（買収防衛策）を導入しておりますが、その有効期間は、本定時株主総会
の終結の時をもって満了いたします。
　当社は、2022年２月10日開催の取締役会において、当社取締役全員の賛成により、本定時株主総
会における株主の皆様のご承認を条件に、当社株券等の大量買付行為への対応策（買収防衛策）を更
新することを決定いたしました。上記を決定した取締役会には、当社監査役会として、当社株券等の
大量買付行為への対応策（買収防衛策）の具体的運用が適正に行われることを条件に、当社株券等の
大量買付行為への対応策（買収防衛策）の更新に異議はない旨の意見表明がなされました。
　本議案は、当社株券等の大量買付行為への対応策（買収防衛策）を更新することにつき、ご承認を
お願いするものであります。
　なお、当社株券等の大量買付行為への対応策（買収防衛策）の内容は別紙に記載のとおりでありま
す。

以　上
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（別紙）

当社株券等の大量買付行為への対応策（買収防衛策）
１. 当社の企業価値の向上および会社の利益ひいては株主共同の利益の実現に向けた取組みについて

⑴　当社の企業価値の源泉について
　当社の企業価値の源泉は、1915年（大正4年）の創業以来①わが国カーボン工業のパイオニア
またリーディングカンパニーとして、蓄積してきた経験とノウハウに基づいたカーボン製品に関
する総合的な技術力、②カーボンのすぐれた特性を活かし、お客様の幅広いニーズにきめ細かく
応えることのできる、人造黒鉛電極、特殊炭素製品、炭素繊維複合材料、レスボン製品、リチウ
ムイオン電池負極材、炭化けい素連続繊維製品など、高品質・高性能で豊富な製品群、③取引先
との強固かつ長期的な信頼関係、④独自技術を持つ人材の能力発揮に基づく最先端かつ独創的な
製品開発力、および⑤健全な財務体質にあります。

⑵　コーポレート・ガバナンスの取組みの強化
　当社の取締役会は、意思決定および取締役の業務執行の監督を行っており、業務執行を迅速か
つ効率的に行うため、内部統制機能の充実、職務権限規定等の運用を行うことにより、その実効
性向上を図っております。また、コンプライアンスを含むリスク管理、経営の透明性確保や公正
な情報開示等の取り組みを行っております。
　現在、取締役４名のうち２名を社外取締役で構成し、さらに監査役会、会計監査人による監査
体制をとることで、経営監督機能の強化・充実を図っております。
　また、監査役３名のうち、２名は独立性を有する社外監査役とし、一般株主と利益相反の生じ
る恐れがない独立役員として株式会社東京証券取引所に届け出ております。
　更に、当社取締役の任期を１年とすることにより、業務執行の監視体制の強化を図っておりま
す。今後とも当社のガバナンス体制のより一層の強化を進めてまいります。
　当社は、以上に関連する諸施策を実行し、当社の企業価値の向上および会社の利益ひいては株
主共同の利益の実現を図ってまいります。

２. 企業価値の向上および会社の利益ひいては株主共同の利益の実現に反する株券等の大量買付行為
の存在

　以上のとおり、当社は、企業価値の向上および会社の利益ひいては株主共同の利益の実現に全力
で取り組む所存ですが、近年の資本市場においては、株主の皆様に十分な検討時間を与えず、また
対象となる会社の経営陣との十分な協議や合意などのプロセスを経ることなく、突如として株券等
の大量買付行為（下記4（3）イ.に定義します。以下同じとします。）を強行するといった動きも
増加しています。
　もとより株券等の大量買付行為は、たとえそれが買収対象である会社の経営陣の賛同を得ないも
のであっても、当該会社の資産の効率的な運用につながり、企業価値の向上および会社の利益ひい
ては株主共同の利益の実現をもたらすものであれば、何ら否定されるべきものではないと考えま
す。
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　しかし、このような株券等の大量買付行為の中には、真に会社経営に参加する意思がないにもか
かわらず、専ら当該会社の株価を上昇させて当該会社の株券等を高値で会社関係者等に引き取らせ
る目的で行うものなど、企業価値および会社の利益ひいては株主共同の利益を著しく損なうことが
明白ないわゆる「濫用的買収」が存在する可能性があることは否定できません。

３．本プラン更新の必要性
　こうした中で、当社の企業価値を向上させ、会社の利益ひいては株主共同の利益を実現するため
には、①高い技術力・開発力と人格を兼ね備えた社員の育成、②創業以来のノウハウや実績などを
結集した、質の高いサービスの提供の継続、③長年にわたり培ってきた顧客および高い加工能力を
有するグループ会社などとの信頼関係・連携の維持、④顧客・現場重視の企業文化および健全な財
務体質の維持が必要不可欠であり、これらが当社株券等の大量買付行為を行う者により確保され、
向上させられるのでなければ、当社の企業価値および会社の利益ひいては株主共同の利益は毀損さ
れる可能性があります。
　特に、当社の主要事業である、カーボン製品は、常に新たな分野への用途開発や新素材開発が大
切であり、経営方針が業績に反映されるには中長期間を要するため、経営方針についても中長期的
な視点が必要不可欠であり、短期的成果配分を目指す経営方針では、企業基盤の存立を危うくし、
企業価値および会社の利益ひいては株主共同の利益は毀損されることになりかねません。
　さらに、大量買付行為が行われる際には、当社グループの有形無形の経営資源、将来を見据えた
施策の潜在的効果、その他当社グループの企業価値を構成する事項など、様々な事項を株主の皆様
が適切に把握し、当該買収が当社の企業価値および会社の利益ひいては株主共同の利益に及ぼす影
響を判断していただく必要があります。
　こうした事情に鑑み、当社取締役会は、当社株券等に対する大量買付行為が行われた際に、当該
大量買付行為に応じるべきか否かを株主の皆様が適切に判断し、あるいは当社取締役会が株主の皆
様に代替案を提案するために必要な情報や時間を確保したり、株主の皆様のために当該買収者に対
する協議・交渉等を行うことを可能としたりすることにより、当社の企業価値の向上および株主共
同の利益を実現するための合理的な枠組みとして、下記4．「本プランの内容」以下にその詳細を
記載する本プランの更新が必要であると判断しました。
なお、現在当社は、買収の具体的な脅威に晒されているわけではありません。当社の直近の大株主
の状況等は別紙1「大株主の状況等」のとおりであり、個人や金融機関を中心に株主は広く分散し
ております。

４．本プランの内容
⑴　本プランの概要

　本プランは、大量買付者（下記（3）イ.に定義します。）が大量買付行為を行うにあたり、所
定の手続に従うことを要請するとともに、かかる手続に従わない大量買付行為がなされる場合
や、かかる手続に従った場合であっても当該大量買付行為が当社の企業価値および会社の利益ひ
いては株主共同の利益を著しく害するものであると判断される場合には、かかる大量買付行為に
対する対抗措置として、原則として新株予約権の無償割当ての方法（会社法第277条以下に規定
されています。）により、当社取締役会が定める一定の日における株主に対して新株予約権を無
償で割り当てるものです。また、会社法その他の法令および当社の定款上認められるその他の対
抗措置を発動することが適切と判断された場合には、当該その他の対抗措置が用いられることも
あります。
　本プランに従って割り当てられる新株予約権（以下「本新株予約権」といいます。）には、①
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＊１　金融商品取引法第27条の23第１項に規定する株券等をいいます。本書において別段の定めがない限り同じ
とします。

＊２　金融商品取引法第27条の23第１項に規定する保有者をいい、同条第３項に基づき保有者に含まれる者を含
みます（当社取締役会がこれに該当すると認めた者を含みます。）。本書において別段の定めがない限り
同じとします。

＊３　金融商品取引法第27条の23第４項に規定する株券等保有割合をいいます。本書において別段の定めがない
限り同じとします。

＊４　金融商品取引法第27条の２第１項に規定する株券等をいいます。②において同じとします。
＊５　買付けその他の有償の譲受けをいい、金融商品取引法施行令第６条第３項に規定される有償の譲受けに類

するものを含みます。本書において別段の定めがない限り同じとします。
＊６　金融商品取引法第27条の２第８項に規定する株券等所有割合をいいます。本書において別段の定めがない

限り同じとします。
＊７　金融商品取引法第27条の２第７項に規定する特別関係者をいいます（当社取締役会がこれに該当すると認

めた者を含みます。）。ただし、同項第１号に掲げる者については、発行者以外の者による株券等の公開
買付けの開示に関する内閣府令第３条第２項で定める者を除きます。本書において別段の定めがない限り
同じとします。

大量買付者およびその関係者による行使を禁止する行使条件や、②当社が本新株予約権の取得と
引換えに大量買付者およびその関係者以外の株主の皆様に当社株式を交付する取得条項等を付す
ことが予定されております。本新株予約権の詳細については、下記（4）「対抗措置の概要」を
ご参照ください。
　本新株予約権の無償割当てが実施された場合、かかる行使条件や取得条項により、当該大量買
付者およびその関係者の有する議決権の当社の総議決権に占める割合は、大幅に希釈化される可
能性があります。
　なお、本プランに従って対抗措置を機動的に実施するため、新株予約権の発行登録を行うこと
があります。
　当社は、本プランにつき株式会社東京証券取引所の規則に基づき適時開示を行うとともに、当
社のホームページ（https://www.carbon.co.jp/）に本プランを掲載いたします。

⑵　本プランの更新手続－本定時株主総会における承認
　本プランは、当社現行定款第15条に基づくものでありますが、本プランの更新にあたり株主
の皆様の意思を適切に反映するため、同条の規定に基づき、本定時株主総会における決議による
ご承認をいただくことを条件とします。

⑶　本プランに基づく対抗措置の発動に係る手続
イ．対象となる大量買付行為

　当社は、当社取締役会が別途定める場合を除き、以下の①もしくは②に該当する行為または
これらに類似する行為（ただし、当社取締役会が予め承認したものを除きます。このような行
為を以下「大量買付行為」といい、大量買付行為を行いまたは行おうとする者を以下「大量買
付者」といいます。）がなされ、またはなされようとする場合には、本プランに基づく対抗措
置の発動を検討いたします。
① 当社が発行者である株券等*1について、保有者*2の株券等保有割合*3が20％以上となる買付

け
② 当社が発行者である株券等*4について、買付け*5を行う者の株券等所有割合*6およびその特

別関係者*7の株券等所有割合の合計が20％以上となる当該株券等の買付け
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ロ．本プランの公表および大量買付者に対する情報提供の要求
大量買付者には、当社取締役会が別段の定めをした場合を除き、大量買付行為の実行に先立

ち、当社取締役会に対して、大量買付行為の内容の検討に必要な以下の各号に定める情報（以
下「本必要情報」といいます。）を記載した、本プランに定める手続を遵守する旨の意向表明
を含む日本語による買付提案書を、当社の定める書式により提出していただきます。なお、買
付提案書には、商業登記簿謄本、定款の写しその他大量買付者の存在を証明する書類を添付し
ていただきます。
　当社取締役会は、上記買付提案書を受領した場合、速やかにこれを下記ニ.に定める独立委
員会に提供するものとします。大量買付者から提供していただいた情報では、当該大量買付行
為の内容および態様等に照らして、株主の皆様のご判断および当社取締役会の評価・検討等の
ために不十分であると当社取締役会が合理的に判断する場合には、当社取締役会が別途要求す
る追加の情報を大量買付者から日本語で提供していただきます（ただし、当社取締役会は、大
量買付者の属性、大量買付者が提案する大量買付行為の内容、本必要情報の内容および性質等
に鑑み、株主の皆様が買収の是非を適切に判断し、当社取締役会が評価・検討等を行うために
必要な水準を超える追加情報提供の要求を行わないこととします。）。かかる追加情報提供の
要求は、適宜回答期限（60日を上限とします。）を定めた上で、上記買付提案書受領後また
はその後の追加情報受領後10日以内に行うこととします。

ⅰ. 大量買付者およびそのグループ（共同保有者、特別関係者および（ファンドの場合は）組
合員その他の構成員を含みます。）の詳細（具体的名称、資本構成、業務内容、財務内
容、および当社の事業と同種の事業についての経験等に関する情報等を含みます。）

ⅱ. 大量買付者およびそのグループが現に保有する当社の株券等の数、ならびに買付提案書提
出日前60日間における大量買付者の当社の株券等の取引状況

ⅲ. 大量買付行為の目的（支配権取得もしくは経営参加、純投資もしくは政策投資、大量買付
行為の後における当社の株券等の第三者への譲渡等、または重要提案行為等（金融商品取引
法第27条の26第1項、同法施行令第14条の8の2第1項および株券等の大量保有の状況の開示
に関する内閣府令第16条に規定する重要提案行為等を意味します。）を行うことその他の
目的がある場合には、その旨および概要を含みます。なお、目的が複数ある場合にはその全
てを記載していただきます。）、方法および内容（大量買付行為による取得を予定する当社
の株券等の種類および数、大量買付行為の対価の額および種類、大量買付行為の時期、関連
する取引の仕組み、大量買付行為の方法の適法性ならびに大量買付行為の実行の可能性等を
含みます。）

ⅳ. 大量買付行為の価格の算定根拠（算定の前提となる事実および仮定、算定方法、算定に用
いた数値情報ならびに大量買付行為に係る一連の取引により生じることが予想されるシナ
ジーの額およびその算定根拠等を含みます。）の概要

ⅴ. 大量買付行為の資金の裏付け（資金の提供者（実質的な提供者を含みます。）の具体的名
称、調達方法、関連する取引の内容等を含みます。）
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ⅵ. 大量買付行為の後の当社グループの経営方針、経営者候補（当社および当社グループの事
業と同種の事業についての経験等に関する情報を含みます。）、事業計画、財務計画、資
本政策、配当政策および資産活用策（ただし、大量買付者による買収提案が、少数株主が
残存しない100％の現金（円貨）買収の場合、本号の情報の提供については概略のみで足
りることとします。）

ⅶ. 大量買付行為の後の当社グループの従業員、取引先、顧客その他の当社グループに係る利
害関係者の処遇方針

ⅷ. 大量買付行為のために投下した資本の回収方針
ⅸ. 反社会的勢力またはテロ関連組織との関連性の有無（直接的であるか間接的であるかを問

いません。）および関連性が存在する場合にはその内容
ⅹ. その他当社取締役会が合理的に必要と判断する情報

なお、当社取締役会は、大量買付者が出現したことを当社取締役会が認識した場合はその事実
について、また、買付提案書または追加情報を受領した場合はその受領の事実について、直ち
に株主の皆様等に情報開示を行います。大量買付者から当社取締役会に提供された情報の内容
等については、株主の皆様の判断に必要であると当社取締役会が判断する時点で、その全部ま
たは一部につき株主の皆様等に情報開示を行います。

ハ．当社取締役会の検討手続
当社取締役会は、大量買付者から提出された本必要情報につき、株主の皆様が買収の是非を

適切に判断し、当社取締役会が評価・検討等を行うために必要な水準を満たしていると判断し
た場合は、その旨ならびに下記記載の取締役会評価期間の始期および終期を、直ちに大量買付
者および独立委員会に通知し、株主の皆様等に情報開示を行います。当社取締役会は、大量買
付者に対する当該通知の発送日の翌日から①対価を現金（円貨）のみとする当社全株券等を対
象とした公開買付けの場合には最大60日以内、②その他の大量買付行為の場合には最大90日
以内（以下「取締役会評価期間」といいます。）に、必要に応じて、当社から独立した地位に
ある第三者（投資銀行、証券会社、フィナンシャル・アドバイザー、弁護士、公認会計士、そ
の他の専門家を含みます。）の助言を得ながら、提供された本必要情報を十分に評価・検討
し、下記ニ．に定める独立委員会による勧告を最大限尊重した上で、大量買付行為に関する当
社取締役会としての意見を慎重にとりまとめ、大量買付者に通知するとともに、適時かつ適切
に株主の皆様等に情報開示を行います。また、必要に応じて、大量買付者との間で大量買付行
為に関する条件・方法について交渉し、さらに、当社取締役会として、株主の皆様に代替案を
提示することもあります。
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　大量買付者は、この取締役会評価期間の経過、または下記へ.ⅲ.に定めるとおり当社取締役
会が株主総会を開催することを決定した場合には、当該株主総会における株主の皆様のご判断
に従って行う当社取締役会の決議後においてのみ、大量買付行為を開始することができるもの
とします。ただし、下記ト.に定める不発動決定通知を受領した場合は、大量買付者は、同通
知を受領した翌営業日から、大量買付行為を行うことが可能となります。

ニ．独立委員会の設置
　本プランに定めるルールに従って一連の手続が遂行されたか否か、ならびに、本プランに定
めるルールが遵守された場合に当社の企業価値および会社の利益ひいては株主共同の利益を確
保し、または向上させるために必要かつ相当と考えられる一定の対抗措置を講じるか否かにつ
いては、当社取締役会が最終的な判断を行いますが、その判断の合理性および公正性を担保す
るために、当社は、当社取締役会から独立した組織として、独立委員会を設置することとしま
す。独立委員会は、3名以上の委員より構成され、委員は、当社取締役会が当社の社外監査役
および社外有識者（弁護士、公認会計士、学識経験者等）の中から選任するものとします。
　本プラン更新時の独立委員会の委員には、別紙2「独立委員会委員の氏名および略歴」記載
の各氏を予定しております。独立委員会規則の概要は、別紙3「独立委員会規則の概要」に記
載のとおりです。また、独立委員会の判断の概要については、適時かつ適切に株主の皆様等に
情報開示を行います。

ホ．対抗措置の発動の手続
　当社取締役会が対抗措置の発動を判断するにあたっては、その判断の合理性および公正性を
担保するために、以下の手続を経ることとします。
　まず、当社取締役会は、対抗措置の発動に先立ち、独立委員会に対して対抗措置の発動の是
非について諮問し、独立委員会は、この諮問に基づき、必要に応じて、当社の費用で、当社か
ら独立した地位にある第三者（投資銀行、証券会社、フィナンシャル・アドバイザー、弁護
士、公認会計士、その他の専門家を含みます。）の助言を得た上で、当社取締役会に対して対
抗措置の発動の是非について勧告を行います。当社取締役会は、対抗措置を発動するか否かの
判断に際して、独立委員会による勧告を最大限尊重するものといたします。
　また、当社取締役会が対抗措置を発動するに際しては、社外監査役全員を含む当社監査役全
員の賛成を得た上で、当社取締役全員の一致により発動の決議をすることといたします。当社
取締役会は、当該決議を行った場合、当該決議の概要その他当社取締役会が適切と判断する事
項について、速やかに株主の皆様等に情報開示を行います。
　なお、当社取締役会は、独立委員会に対する上記諮問に加え、大量買付者の提供する本必要
情報に基づき、必要に応じて、当社から独立した地位にある第三者（投資銀行、証券会社、フ
ィナンシャル・アドバイザー、弁護士、公認会計士、その他の専門家を含みます。）の助言を
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得ながら、当該大量買付者および当該大量買付行為の具体的内容ならびに当該大量買付行為が
当社の企業価値および会社の利益ひいては株主共同の利益に与える影響等を評価・検討等した
上で、対抗措置の発動の是非を判断するものとします。
　さらに、下記へ.ⅲ.に定めるとおり、下記へ.ⅲ.の場合で、当社取締役会が大量買付行為に対
する対抗措置を発動するか否かの判断を行うにあたり、株主の皆様の意思を直接確認すること
が実務上適切と判断するときは、当該大量買付行為に対し対抗措置を発動するか否かについて
株主の皆様の意思を確認するための株主総会を開催することもできるものとします。

ヘ．対抗措置の発動の条件
ⅰ．大量買付者が本プランに定める手続に従わずに大量買付行為を行いまたは行おうとする場

合
　当社取締役会は、大量買付者が本プランに定める手続に従わず、大量買付行為を行い、ま
たは行おうとする場合、大量買付行為の具体的な条件・方法等の如何を問わず、当該大量買
付行為が当社の企業価値および会社の利益ひいては株主共同の利益を著しく害するものであ
るとみなし、独立委員会による勧告を最大限尊重した上で、当社の企業価値および会社の利
益ひいては株主共同の利益を確保しまたは向上させるために必要かつ相当な対抗措置を講じ
ることといたします。

ⅱ．大量買付者が本プランに定める手続に従って大量買付行為を行いまたは行おうとする場合
　大量買付者が本プランに定める手続に従って大量買付行為を行い、または行おうとする
場合には、当社取締役会が仮に当該大量買付行為に反対であり、反対意見の表明、代替案
の提示、株主の皆様への説明等を行う場合であっても、原則として、当該大量買付行為に
対する対抗措置は講じません。大量買付者の当社株券等の大量買付行為に関する提案に応
じるか否かは、株主の皆様において、当該大量買付行為に関する本必要情報およびそれに
対する当社取締役会の意見、代替案等をご考慮の上、ご判断いただくこととなります。

　ただし、大量買付者が本プランに定める手続に従って大量買付行為を行い、または行おう
とする場合であっても、当社取締役会が、大量買付者の大量買付行為の内容を検討し、大量
買付者との協議、交渉等を行った結果、当該大量買付者の買付提案に基づく大量買付行為
が、当社の企業価値および会社の利益ひいては株主共同の利益を著しく害するものであると
認めた場合には、取締役会評価期間の開始または終了にかかわらず、当社取締役会は、独立
委員会による勧告を最大限尊重した上で、当社の企業価値および会社の利益ひいては株主共
同の利益を確保し、または向上させるために、必要かつ相当な対抗措置を講じることがあり
ます。具体的には、以下に掲げるいずれかの類型に該当し、かつ発動が必要かつ相当と判断
される場合には、原則として、当該買付提案に基づく大量買付行為は当社の企業価値および
会社の利益ひいては株主共同の利益を著しく害するものに該当すると考えます。
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（ⅰ）高値買取要求を狙う買収である場合
（ⅱ）重要な資産・技術情報等を廉価に取得する等、会社の犠牲の下に大量買付者の利益実

現を狙う買収である場合
（ⅲ）会社資産を債務の担保や弁済原資として流用することにより、当社の企業価値および

会社の利益ひいては株主共同の利益に対する明白な侵害をもたらすような買収である
場合

（ⅳ）会社の高額資産を処分させ、その処分利益で一時的高配当をさせるか、一時的高配当
による株価急上昇の機会を狙って高値で売り抜けることにより、当社の企業価値およ
び会社の利益ひいては株主共同の利益に対する明白な侵害をもたらすような買収であ
る場合

（ⅴ）当社の株券等の買付条件が、当社の企業価値に照らして著しく不十分または不適切な
買収である場合

（ⅵ）最初の買付けで全株券等の買付けの申込みを勧誘することなく、二段階目の買付条件
を不利に設定し、あるいは明確にしないで、公開買付けを行うなど、株主に株券等の
売却を事実上強要するおそれがある買収である場合

（ⅶ）大量買付者が支配権を取得する場合の当社の企業価値が、中長期的な将来の企業価値
との比較において、当該大量買付者が支配権を取得しない場合の当社の企業価値に比
べ、著しく劣後する場合

（ⅷ）大量買付者が公序良俗の観点から当社の支配株主として著しく不適切である場合
（ⅸ）前各号のほか、以下のいずれも満たす買収である場合

ａ．当社の企業価値および会社の利益ひいては株主共同の利益を著しく害するおそれが
あることが客観的かつ合理的に推認される場合

ｂ．当該時点で対抗措置を発動しない場合には、当社の企業価値および会社の利益ひい
ては株主共同の利益が著しく害されることを回避することができないか、またはその
おそれがある場合

ⅲ．株主総会の開催
 上記ⅱのとおり、大量買付者が本プランに定める手続に従って大量買付行為を行い、また
は行おうとする場合には、当社取締役会は、独立委員会の勧告を最大限尊重した上で、大
量買付行為に対する対抗措置発動の是非を決議することを原則としますが、大量買付者に
よる大量買付行為の内容、株主総会の開催に要する時間等諸般の事情を考慮の上、法令お
よび当社取締役の善管注意義務等に鑑みて、独立委員会に対する諮問に加え、株主の皆様
の意思を直接確認することが実務上適切と判断するときは、当社取締役会は、株主総会を
招集し、出席株主（議決権行使書により議決権行使を行う株主を含みます。）の皆様の議
決権の過半数の賛成をもって、対抗措置の発動に関する株主の皆様の意思を確認すること
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ができるものとします。当社取締役会は、株主総会の開催を決定した場合、直ちに当該決
定を行った事実およびその理由を株主の皆様等に対して情報開示するとともに、実務上可
能な限り速やかに株主総会を招集するものとします。
　また、当社取締役会は、株主総会が開催された場合、対抗措置の発動に関して、当該株
主総会における株主の皆様のご判断に従うものとします。
　なお、大量買付者は、当社取締役会が株主総会の開催を決定した場合には、当該株主総
会における株主の皆様のご判断に従って行う当社取締役会の決議がされるまでの間、大量
買付行為を開始してはならないものとします。

ト．当社取締役会による対抗措置の発動・不発動に関する決定
　当社取締役会は、上記へ.ⅰ.またはⅱ.のいずれの場合も、独立委員会の勧告を最大限尊重し
た上で、また、上記へ.ⅲ.の場合で、独立委員会に対する諮問に加え、株主の皆様の意思を確
認するために株主総会が開催された場合には、当該株主総会における株主の皆様のご判断に従
って、対抗措置の発動または不発動に関する決定を行います。
　当社取締役会は、対抗措置の発動または不発動の決定を行った場合、直ちに当該決定の概要
その他当社取締役会が適切と認める事項を大量買付者に通知（不発動の決定に係る通知を、以
下「不発動決定通知」といいます。）し、株主の皆様等に情報開示を行います。大量買付者
は、取締役会評価期間経過後または上記へ.ⅲ.に定めるとおり当社取締役会が株主総会を開催
することを決定した場合には、当該株主総会における株主の皆様のご判断に従って行う当社取
締役会（原則として当該株主総会当日に開催するものとします。）の決議後においてのみ、大
量買付行為を開始することができるものとします。ただし、当社取締役会から不発動決定通知
を受領した場合には、大量買付者は、同通知を受領した日の翌営業日から、大量買付行為を行
うことが可能となります。

チ．当社取締役会による再検討
　当社取締役会は、一旦対抗措置を発動すべきか否かについて決定した後であっても、大量買
付者が大量買付行為に係る条件を変更した場合や大量買付行為を中止した場合など、当該決定
の前提となった事実関係等に変動が生じた場合には、改めて独立委員会に諮問した上で再度審
議を行い、独立委員会の勧告を最大限尊重して、対抗措置の発動または中止に関する決定を行
うことができます。また、この場合にも、株主の皆様の意思を直接確認することが実務上適切
と判断するときは、当該大量買付行為に対し対抗措置を発動するか否かについて株主の皆様の
意思を確認するための株主総会を開催することができるものとします。
　当社取締役会は、かかる決定を行った場合、直ちに当該決定の概要その他当社取締役会が適
切と認める事項について、大量買付者に通知し、株主の皆様等に情報開示を行います。
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⑷　対抗措置の概要
　当社取締役会は、本プランにおける対抗措置として、原則として、別紙4「日本カーボン株式
会社　新株予約権の要項」に従った本新株予約権の無償割当てを行います。本新株予約権は、本
新株予約権の無償割当てを決議する当社取締役会において定める一定の日（以下「割当期日」と
いいます。）における、最終の株主名簿に記載または記録された株主（ただし、当社を除きま
す。）に対し、その保有株式1株につき新株予約権1個以上で当社取締役会が定める数の割合で
割り当てられます。
　本新株予約権1個の行使に際して出資される財産（金銭とします。）の価額（行使価額）は金
1円とし、本新株予約権1個の行使により、本新株予約権に係る新株予約権者（以下「本新株予
約権者」といいます。）に対して当社普通株式1株以下で当社取締役会が定める数の当社普通株
式が交付されます。なお、当社は、本新株予約権の行使がなされた場合に、当該本新株予約権者
に交付する株式の数に1株に満たない端数があるときは、適用法令に従い端数の処理を行いま
す。
　ただし、大量買付者およびその関係者は、本新株予約権を行使することができないものとしま
す。
　また、当社は、本新株予約権の行使による場合のほか、本新株予約権に付された取得条項に基
づき、一定の条件の下で大量買付者およびその関係者以外の本新株予約権者から、当社普通株式
と引換えに本新株予約権を取得することができます。なお、当社は一定の条件の下で本新株予約
権全部を無償で取得することも可能です。
　さらに、本新株予約権を譲渡により取得するには、当社取締役会の承認が必要です。
　上記（1）に記載のとおり、本新株予約権の無償割当てのほか、会社法その他の法令および当
社の定款上認められるその他の対抗措置を発動することが適切と判断された場合には、当該その
他の対抗措置が用いられることがあります。
当社取締役会は、本プランにおける対抗措置を発動した場合、当社取締役会が適切と認める事項
について、適時に株主の皆様等に情報開示を行います。

⑸　本プランの有効期間、廃止および変更
　更新後の本プランの有効期間は、本定時株主総会の終結の時から2022年12月期に関する定時
株主総会の終結の時までとします。当社の取締役の任期は1年であり、かかる取締役の任期に合
わせて本プランの有効期間も1年とするのが、株主の皆様の意思の重視により資すると考えてお
ります。ただし、本プランは、有効期間の満了前であっても、①当社の株主総会において本プラ
ンを廃止する旨の決議が行われた場合または②当社取締役会により本プランを廃止する旨の決議
が行われた場合には、その時点で廃止されるものとします。
　また、当社取締役会は、本プランの有効期間中であっても、本定時株主総会の決議による委任
の範囲内において、必要に応じて、独立委員会の意見を得た上で、本プランの技術的な修正また
は変更を行う場合があります。
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当社株券等の大量買付行為への対応策（買収防衛策）更新の件

　なお、本プランは2022年2月10日現在施行されている法令の規定を前提としておりますの
で、同日以後、法令の新設または改廃等により本プランの規定に修正を加える必要が生じた場合
には、当該法令の趣旨に従い、かつ、本プランの基本的な考え方に反しない範囲で、適宜本プラ
ンの文言を読み替えることとします。
　本プランが廃止、修正または変更された場合には、当該廃止、修正または変更の事実その他当
社取締役会が適切と認める事項について、速やかに株主の皆様等に情報開示を行います。
また、2022年12月期に関する定時株主総会の終結の時以降における本プランの内容につきまし
ては、必要な見直しを行った上で、本プランの更新、または新たな内容のプランの導入等に関し
て株主の皆様のご意思を確認させていただく予定です。

５．本プランの合理性
⑴　買収防衛策に関する指針の要件等を完全に充足していること

　本プランは、経済産業省および法務省が2005年5月27日に発表した「企業価値・株主共同の
利益の確保又は向上のための買収防衛策に関する指針」の定める三原則（「企業価値・株主共同
の利益の確保・向上の原則」、「事前開示・株主意思の原則」、「必要性・相当性確保の原
則」）を完全に充足しており、また、株式会社東京証券取引所の定める買収防衛策の導入に係る
諸規則の趣旨に合致したものです。なお、本プランは、2008年6月30日に公表された、経済産
業省に設置された企業価値研究会の報告書「近時の諸環境の変化を踏まえた買収防衛策の在り
方」の内容も勘案しております。

⑵　企業価値および会社の利益ひいては株主共同の利益の確保または向上を目的として更新されて
いること

　本プランは、上記3.に記載のとおり、当社株券等に対する大量買付行為がなされた際に、当該
大量買付行為に応じるべきか否かを株主の皆様が判断し、また当社取締役会が株主の皆様のため
に代替案を提示し、大量買付者と交渉を行うこと等を可能とするために必要な情報や時間を確保
することにより、当社の企業価値および会社の利益ひいては株主共同の利益を確保または向上す
ることを目的として更新されるものです。

⑶　株主意思を重視するものであること（サンセット条項）
　本プランは、当社現行定款第15条に基づくものでありますが、本プランの更新にあたり株主
の皆様の意思を適切に反映させる機会を確保するため、上記4.（2）に記載のとおり、本定時株
主総会において、本プランのご承認をお諮りします。本定時株主総会において本プランをご承認
いただけない場合は、本プランは更新されず、廃止されることとなります。また、上記4.（5）
に記載のとおり、本プランの有効期間の満了前であっても、株主総会において本プランを廃止す
る旨の決議が行われた場合には、本プランはその時点で廃止されることになり、その意味で、本
プランの更新だけでなく存続についても、株主の皆様のご意向が反映されることとなっておりま
す。
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　また、本プランは、本プランに基づく対抗措置の発動または不発動の判断を株主の皆様が取締
役会に委ねる前提として、当該対抗措置の発動条件を個別の場合に応じて具体的に設定し、株主
の皆様に示すものです。加えて、上記4.（3）へ.ⅲ.記載のとおり、当社取締役会は、本プランに
従った対抗措置の発動に関する決議に際して、独立委員会に対する諮問に加え、株主の皆様の意
思を直接確認することが実務上適切と判断するときは、株主総会を開催し、株主の皆様の意思を
確認することとしております。したがって、当該発動条件に従った対抗措置の発動は、株主の皆
様のご意向が反映されたものとなります。

⑷　独立性の高い社外者の判断を重視していること
　当社は、上記4.（3）ニ.に記載のとおり、当社取締役会の判断の合理性および公正性を担保す
るために、取締役会から独立した機関として、独立委員会を設置します。独立委員会は、当社社
外監査役および社外有識者により構成されます。
　このように、当社取締役会が独立委員会の勧告を最大限尊重した上で決定を行うことにより、
当社取締役会が恣意的に本プランに基づく対抗措置の発動を行うことを防ぐとともに、独立委員
会の判断の概要については適宜株主の皆様等に情報開示を行うこととされており、当社の企業価
値の向上および会社の利益ひいては株主共同の利益の実現に資するべく本プランの透明な運営が
行われる仕組みが確保されています。

⑸　合理的な客観的要件を設定していること
　本プランは、上記4.（3）ホ.およびヘ.に記載のとおり、予め定められた合理的な客観的要件が
充足されなければ発動されないように設定されており、当社取締役会による恣意的な発動を防止
する仕組みを確保しております。

⑹　独立した地位にある第三者専門家の助言を取得できること
　本プランにおいては、上記4.（3）ハ.およびホ.に記載のとおり、大量買付者が出現した場合、
取締役会および独立委員会が、当社の費用で、独立した地位にある第三者（投資銀行、証券会
社、フィナンシャル・アドバイザー、弁護士、公認会計士、その他の専門家を含みます。）の助
言を得ることができることとされています。これにより、取締役会および独立委員会による判断
の合理性および公正性がより強く担保される仕組みが確保されています。

⑺　デッド・ハンド型やスロー・ハンド型の買収防衛策ではないこと
　上記4.（5）に記載のとおり、本プランは、当社の株主総会で選任された取締役で構成される
取締役会の決議によりいつでも廃止できることとされており、取締役会の構成員の過半数を交代
させてもなお発動を阻止できない、いわゆるデッド・ハンド型買収防衛策ではありません。
　また、当社は、取締役の任期を1年としており、期差任期制度を採用していないため、本プラ
ンは、取締役会の構成員の交代を一度に行うことができないためその発動を阻止するのに時間が
かかる、いわゆるスロー・ハンド型買収防衛策でもありません。
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当社株券等の大量買付行為への対応策（買収防衛策）更新の件

６．株主および投資家の皆様への影響
⑴　本プラン更新時に株主および投資家の皆様に与える影響

　本プランの更新時点においては、対抗措置自体は発動されませんので、株主および投資家の皆
様の法的権利または経済的利益に直接具体的な影響が生じることはありません。

⑵　本新株予約権の無償割当ての実施により株主および投資家の皆様に与える影響
　本新株予約権は、当社取締役会が本新株予約権の無償割当て決議において別途定める割当期日
における株主の皆様に対し、その保有する株式1株につき1個以上で当社取締役会が定める数の
割合により無償で割り当てられますので、その行使を前提とする限り、株主の皆様が保有する株
式全体の価値に関して希釈化は生じません。
　もっとも、株主の皆様が、本新株予約権の行使期間中に本新株予約権の行使を行わない場合に
は、他の株主の皆様による本新株予約権の行使により、その保有する当社株式の価値が希釈化す
ることになります。ただし、当社は、当社取締役会の決定により、下記（4）ロ.に記載する手続
により、本新株予約権の要項に従い本新株予約権の行使が禁じられていない株主の皆様から本新
株予約権を取得し、それと引換えに当社普通株式を交付することがあります。当社がかかる取得
の手続を行った場合、本新株予約権の要項に従い本新株予約権の行使が禁じられていない株主の
皆様は、本新株予約権の行使および行使価額相当の金銭の払込みをせずに、当社株式を受領する
こととなり、その保有する株式1株あたりの価値の希釈化は生じますが、保有する株式全体の価
値の希釈化は生じません。
　なお、本新株予約権の無償割当てを受けるべき株主が確定した後において、当社が、本新株予
約権の無償割当てを中止し、または無償割当てされた本新株予約権を無償取得する場合には、1
株あたりの株式の価値の希釈化は生じませんので、1株あたりの株式の価値の希釈化が生じるこ
とを前提にして売買を行った投資家の皆様は、株価の変動により相応の損害を被る可能性があり
ます。

⑶　本新株予約権の無償割当ての実施後における本新株予約権の行使または取得に際して株主およ
び投資家の皆様に与える影響
　本新株予約権の行使または取得に関しては差別的条件が付されることが予定されているため、
当該行使または取得に際して、大量買付者およびその関係者の法的権利または経済的利益に希釈
化が生じることが想定されますが、この場合であっても、大量買付者およびその関係者以外の株
主および投資家の皆様の有する当社の株式に係る法的権利および経済的利益に対して直接具体的
な影響を与えることは想定しておりません。もっとも、本新株予約権それ自体の譲渡は制限され
ているため、割当期日以降、本新株予約権の行使または本新株予約権の当社による取得の結果株
主の皆様に当社株式が交付される場合には、株主の皆様の振替口座に当社普通株式が記録される
までの期間、株主の皆様が保有する当社株式の価値のうち本新株予約権に帰属する部分につい
て、譲渡による投下資本の回収がその限りで制約を受ける可能性がある点にご留意ください。
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⑷　本新株予約権の無償割当てに伴って株主の皆様に必要となる手続
イ.　本新株予約権の行使の手続

　当社は、割当期日における最終の株主名簿に記載または記録された株主の皆様に対し、原則
として、本新株予約権の行使請求書（行使に係る本新株予約権の内容および数、本新株予約権
を行使する日、当社株式の記録を行うための振替口座（特別口座を除きます。）等の必要事
項、ならびに株主ご自身が本新株予約権の行使条件を充足すること等についての表明保証条
項、補償条項その他の誓約文言を含む当社所定の書式によるものとします。）その他本新株予
約権の行使に必要な書類を送付いたします。
　本新株予約権の無償割当て後、株主の皆様が本新株予約権の行使期間中に、これらの必要書
類を提出した上、本新株予約権1個あたり金1円を払込取扱場所に払い込むことにより、1個の
本新株予約権につき、1株以下で当社取締役会が定める数の当社普通株式が交付されることに
なります。なお、社債、株式等の振替に関する法律の規定により、本新株予約権の行使の結果
として交付される当社普通株式については、特別口座に記録することができませんので、株主
の皆様が本新株予約権を行使する際には、証券口座等の振替口座を開設していただく必要があ
る点にご注意ください。

ロ.　当社による本新株予約権の取得の手続
　当社は、当社取締役会が本新株予約権を取得する旨の決定をした場合、法定の手続に従い、
取得条項が複数ある場合には、それぞれ取得条項ごとに、取締役会の決議を行い、かつ、本新
株予約権者の皆様に対する公告を実施した上で、本新株予約権を取得します。また、本新株予
約権の取得と引換えに当社普通株式を株主の皆様に交付することとした場合には、速やかにこ
れを交付いたします。なお、この場合、かかる株主の皆様には、別途、ご自身が本新株予約権
の要項に従い行使が禁じられている大量買付者およびその関係者でないこと等についての表明
保証条項、補償条項その他の誓約文言を含む当社所定の書式による書面をご提出いただくこと
があります。
 上記のほか、割当て方法、行使の方法および当社による本新株予約権の取得の方法の詳細に
つきましては、本新株予約権の無償割当ての実施が当社取締役会において決定された後、株主
の皆様に開示または通知いたしますので、当該内容をご確認ください。

以　上
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別紙１

氏名又は名称 住 所 所有株式数
（百株）

持株比率
(％)

日本マスタートラスト信託銀
行株式会社（信託口） 東京都港区浜松町２－11－３ 14,764 13.30

株式会社日本カストディ銀行
（信託口） 東京都中央区晴海１－８－12 8,299 7.47

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１－５－５ 5,517 4.97

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１－６－６ 3,790 3.41

JP　MORGAN　CHASE　
BANK　385781

25　BANK　STREET,　CANARY　WHARF,　
LONDON,　E14　5JP.　UNITED　KINGDOM 1,466 1.32

日本カーボン共栄持株会 富山県富山市高内２７ 1,361 1.23

STATE　STREET　BANK　
AND　TRUST　COMPANY　
505019

AIB　INTERNATIONAL　CENTRE　P.　O.　
BOX　518　IFSC　DUBLIN,　IRELAND 1,257 1.13

STATE　STREET　BANK　
WEST　CLIENT　–　
TREATY　505234

1776　HERITAGE　DRIVE,　NORTH　
QUINCY,　MA　02171,　U.　S.　A. 1,021 0.92

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１－１－２ 995 0.90

SSBTC　CLIENT　
OMNIBUS　ACCOUNT

ONE　LINCOLN　STREET,　BOSTON　MA　
USA　02111 849 0.76

計 39,322 35.41

別紙１
大株主の状況等

１．【大株主の状況】
2021年12月31日現在

（注）１　上記各信託銀行所有株式数は、すべて信託業務に係るものです。
２　上記のほか当社所有の自己株式7,278百株（6.55％）があります。
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別紙１

区 分

株式の状況（１単元の株式数100株）
単元未満
株式の状況
（株）

政府及び
地方公共
団体

金融機関 金融商品
取引業者

その他
の法人

外国法人等 個人
その他 計

個人以外 個人
株主数
(人) ― 47 36 155 153 8 13,148 13,547 ―

所有株式数
(単元) ― 40,183 2,189 2,773 14,226 24 58,407 117,802 52,304

所有株式数
の割合(％) ― 34.11 1.86 2.35 12.08 0.02 49.58 100.00 ―

２．【所有者別状況】
2021年12月31日現在

（注） 自己株式727,966株は「個人その他」に7,279単元及び「単元未満株式の状況」に66株含めて記載して
おります。なお、自己株式727,966株は株主名簿記載上の株式数であり、2021年12月31日現在の実質
保有残高は788,766株であります。
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佐々木　光雄（ささき　みつお） 1949年３月６日生

    1980年    9 月 公認会計士登録
    1984年    9 月 税理士登録
    1984年    10月 公認会計士佐々木光雄事務所設立
    1991年    4 月 東光監査法人代表社員
    2015年    3 月 当社社外監査役（現任）

（現在に至る）

高橋　明人（たかはし　あきと） 1975年 3 月30日生

    2000年    4 月 弁護士登録
    2005年    4 月 ニューヨーク州弁護士登録
    2009年    9 月 高橋・片山法律事務所開設
    2010年    12月 株式会社興人ホールディングス（旧株式会社興人）監査役

（社外監査役）
    2012年    3 月 当社社外監査役
    2012年    12月 株式会社オリエンタルコンサルタンツホールディングス

（旧株式会社ＡＣＫグループ）監査役（社外監査役）
    2015年    3 月 当社社外監査役退任
    2015年    3 月 当社社外取締役
    2015年    3 月 当社社外監査役退任
    2015年    12月 株式会社オリエンタルコンサルタンツホールディングス

（旧株式会社ＡＣＫグループ）取締役（社外取締役）（現任）
    2018年    2 月 オーエスジー株式会社　取締役監査等委員（社外取締役）（現任）

（現在に至る）
    2022年    3 月 当社社外取締役退任

別紙２

独立委員会委員の氏名および略歴

本プラン更新にあたり独立委員会の委員は、以下の３名を予定しております。

当社社外監査役・公認会計士・税理士
［略歴］

弁護士
［略歴］
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河合　千尋（かわい　ちひろ） 1973年 6 月14日生

    1997年    4 月 公認会計登録
    2006年    7 月 税理士登録
    2006年    7 月 河合千尋公認会計士・税理士事務所（現ベイサイド・

パートナーズ会計事務所）開業
    2016年    6 月 株式会社ベイサイド・パートナーズ設立　代表取締役（現任）
    2018年    12月 横浜市公立大学法人評価委員会委員（現任）
    2021年    6 月 株式会社宇徳社外監査役（現任）

（現在に至る）

公認会計士・税理士
［略歴］
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独立委員会規則の概要

第１条 当社は、当社株券等の大量買付行為への対応策（買収防衛策、以下、「本プラン」とい
う。）の導入・更新に伴い、独立委員会を設置する。独立委員会は、取締役会の諮問によ
り、本プランに基づく対抗措置の発動または不発動に関する勧告を行い、取締役会の判断の
公正性および中立性の確保に資することを目的とする。

第２条 １．独立委員会の委員は、３名以上とし、当社の社外監査役および以下の条件を満たした者
（以下「社外有識者」という。）の中から選任する。ただし、社外監査役および社外有識
者が、常時少なくとも1名ずつ就任していなければならない。選任された委員は、就任に
あたり原則として当社に対する善管注意義務条項等を含む契約を当社との間で締結する。
① 現在または過去において当社、当社の子会社または関連会社（以下、併せて「当社

等」という。）の取締役（社外取締役は除く。以下本条において同じ。）または監査
役（社外監査役は除く。以下本条において同じ。）等となったことがない者

② 現在または過去における当社等の取締役または監査役の一定範囲の親族でない者
③ 当社等との取引先でなく、当社等との間に特別の利害関係のない者
④ 企業経営に関する一定以上の経験者、専門家、有識者等（実績ある会社経営者、投資
銀行業務に精通する者、弁護士、公認会計士、会社法等を主たる研究対象とする研究
者またはこれらに準ずる者）

２．委員の選任および解任は、取締役会の決議により行う。ただし、委員の解任を決議する
場合、出席取締役の3分の2以上の賛成によるものとする。

第３条 独立委員会は、原則として以下の各号に記載される事項について審議の上決議し、その決議
の内容を、理由を付して取締役会に勧告する。取締役会は、会社法上の機関として決議を行
うにあたり、独立委員会の勧告を最大限尊重しなければならない。各委員および当社各取締
役は、かかる決議にあたっては、専ら当社の企業価値および会社の利益ひいては株主共同の
利益に資するか否かの観点からこれを行うことを要し、自己または当社の経営陣の個人的利
益を図ることを目的としてはならない。
① 大量買付者が本プランに定める手続を遵守しているか否か
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② 買付提案の内容が当社の企業価値および会社の利益ひいては株主共同の利益を著しく害
するか否かの決定ならびに対抗措置の発動または不発動

③ 対抗措置の中止
④ ①ないし③のほか、本プランにおいて独立委員会が権限を与えられた事項
⑤ 本プランに関して取締役会が独立委員会に諮問した事項
⑥ 取締役会が、別途独立委員会が行うことができるものと定めた事項

第４条 独立委員会の決議は、原則として委員の3分の2以上が出席し、出席委員の過半数をもって
これを行う。ただし、やむを得ない事由があるときは、委員の過半数が出席し、出席委員の
過半数をもってこれを行うことができる。

第５条 独立委員会は、当社の費用で、当社から独立した地位にある第三者（投資銀行、証券会社、
フィナンシャル・アドバイザー、弁護士、公認会計士、その他の専門家を含む。）の助言を
得ることができる。

第６条 各委員の任期は、本プランを承認した直近の定時株主総会終結後1年以内に終了する事業年
度のうち最終のものに関する定時株主総会の終結の時までとする。ただし、当社取締役会の
決議により別段の定めをした場合はこの限りでない。

第７条 取締役会は、その決議により、独立委員会を招集することができる。
第８条 取締役会は、独立委員会が審議を行うにあたって必要であると認める場合には、取締役１名

を独立委員会に出席させ、必要な事項に関する説明を行う機会を与えるよう独立委員会に求
めることができる。

第９条 独立委員会は、取締役会の要請に応じ、勧告を行う理由およびその根拠を説明しなければな
らない。
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日本カーボン株式会社　新株予約権の要項

Ⅰ．新株予約権無償割当てに関する事項の決定
⑴　新株予約権の内容および数
　下記Ⅱ．記載の事項を含む内容の新株予約権（以下個別にまたは総称して｢新株予約権｣とい
う。）の無償割当て決議（以下｢新株予約権無償割当て決議｣という。）において当社取締役会が
定める一定の日（以下｢割当期日｣という。）における当社の最終の発行済株式総数（ただし、同
時点において当社の有する当社株式の数を控除する。）と同数以上で当社取締役会が定める数の
新株予約権を割り当てる。

⑵　割当対象株主
　割当期日における当社の最終の株主名簿に記載または記録された株主（ただし、当社を除
く。）に対し、その保有株式1株につき新株予約権１個以上で当社取締役会が定める数の割合
で、新株予約権を割り当てる。

⑶　新株予約権の無償割当ての効力発生日
　新株予約権無償割当て決議において定める日とする。

Ⅱ．新株予約権の内容
⑴　新株予約権の目的である株式の種類および数
　新株予約権の目的である株式の種類は、当社普通株式とし、新株予約権の目的である株式の数
（以下「対象株式数」という。）は、1株以下で当社取締役会が定める数とする。

⑵　新株予約権の行使に際して出資される財産の価額
１）新株予約権の行使に際してする出資の目的は金銭とし、その価額は、行使価額（下記2）に

定義される。）に対象株式数を乗じた価額とする。
２）新株予約権の行使に際して出資される財産の当社株式１株あたりの価額（以下「行使価額」
という。）は金１円とする。

⑶　新株予約権の行使期間
　新株予約権無償割当て決議において定める日を初日とし、新株予約権無償割当て決議において
定める期間とする。ただし、下記（7）項2）の規定に基づき当社による新株予約権の取得がな
される場合、当社が当該取得を通知または公告した日から当該取得日までの期間、新株予約権を
行使することはできない。また、行使期間の最終日が行使に際して払い込まれる金額の払込取扱
場所の休業日にあたるときは、その前営業日を最終日とする。
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⑷　新株予約権の行使の条件
１）（ⅰ）特定大量保有者、（ⅱ）特定大量保有者の共同保有者、（ⅲ）特定大量買付者、

（ⅳ）特定大量買付者の特別関係者、もしくは（ⅴ）上記（ⅰ）ないし（ⅳ）に該当する者
から新株予約権を当社取締役会の承認を得ることなく譲受けもしくは承継した者、または、
（ⅵ）上記（ⅰ）ないし（ⅴ）に該当する者の関連者は、新株予約権を行使することができ
ない。
なお、上記に用いられる用語は次のとおり定義される。
① 「特定大量保有者」とは、当社が発行者である株券等（金融商品取引法第27条の23第1
項に定義される。以下別段の定めがない限り同じ。）の保有者（同法第27条の23第3項
に基づき保有者に含まれる者を含む。）で、当該株券等に係る株券等保有割合（同法第
27条の23第4項に定義される。）が20％以上である者（当社取締役会がこれに該当す
ると認めた者を含む。）。

② 「共同保有者」とは、金融商品取引法第27条の23第5項に定義される共同保有者を指
し、同条第6項に基づき共同保有者とみなされる者を含む（当社取締役会がこれらに該
当すると認めた者を含む。）。

③ 「特定大量買付者」とは、当社が発行者である株券等（金融商品取引法第27条の2第1
項に定義される。以下本③において同じ。）の買付け等（買付けその他の有償の譲受け
をいい、金融商品取引法施行令第6条第3項に規定される有償の譲受けに類するものを
含む。以下同じ。）を行った者で、当該買付け等の後におけるその者の所有（これに準
じるものとして金融商品取引法施行令第7条第3項に定める場合を含む。）に係る株券
等の株券等所有割合（金融商品取引法第27条の2第8項に定義される。以下同じ。）が
その者の特別関係者の株券等所有割合とを合計して20％以上となる者をいう。

④ 「特別関係者」とは、金融商品取引法第27条の2第7項に定義される（当社取締役会が
これに該当すると認めた者を含む。）。ただし、同項第1号に掲げる者については、発
行者以外の者による株券等の公開買付けの開示に関する内閣府令第3条第2項で定める
者を除く。

⑤ ある者の「関連者」とは、実質的にその者を支配し、その者に支配されもしくはその者
と共同の支配下にある者として当社取締役会が認めた者、またはその者と協調して行動
する者として当社取締役会が認めた者をいう。「支配」とは、他の会社等の「財務およ
び事業の方針の決定を支配している場合」（会社法施行規則第3条に定義される。）を
いう。
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２）上記1）にかかわらず、下記①ないし④の各号に該当する者は、特定大量保有者または特定
大量買付者に該当しないものとする。
① 当社、当社の子会社（財務諸表等の用語、様式および作成方法に関する規則第8条第3

項に定義される。）または当社の関連会社（財務諸表等の用語、様式および作成方法に
関する規則第8条第5項に定義される。）

② 当社を支配する意図がなく上記1）（ⅰ）の特定大量保有者に該当することになったも
のである旨当社取締役会が認めた者であって、かつ上記1）（ⅰ）の特定大量保有者に
該当することになった後10日間（ただし、当社取締役会はかかる期間を延長すること
ができる。）以内にその保有する当社の株券等を処分等することにより上記1）（ⅰ）
の特定大量保有者に該当しなくなった者

③ 当社による自己株式の取得その他の理由により、自己の意思によることなく、上記1）
（ⅰ）の特定大量保有者に該当することになった者である旨当社取締役会が認めた者
（ただし、その後、自己の意思により当社の株券等を新たに取得した場合を除く。）

④ その者が当社の株券等を取得し保有することが当社の企業価値または会社の利益ひいて
は株主共同の利益に反しないと当社取締役会が認めた者（上記1）（ⅰ）ないし（ⅵ）
に該当すると当社取締役会が認めた者についても、当社の企業価値または会社の利益ひ
いては株主共同の利益に反しないと当社取締役会が認めることができ、また、一定の条
件の下に当社の企業価値または会社の利益ひいては株主共同の利益に反しないと当社取
締役会が認めた場合には、当該条件が満たされている場合に限る。）

３）新株予約権を有する者は、当社に対し、自らが上記1）記載の（ⅰ）ないし（ⅵ）のいずれ
にも該当せず、かつ、上記1）（ⅰ）ないし（ⅵ）に該当する者のために行使しようとして
いる者ではないこと、および新株予約権の行使条件を充足していること等の表明保証条項、
補償条項その他当社が定める事項に関する誓約文言ならびに行使に係る新株予約権の内容お
よび数、新株予約権を行使する日、当社株式の記録を行うための振替口座（特別口座を除
く。）等の必要事項を記載した書面ならびに法令等により必要とされる書面を提出した場合
に限り、新株予約権を行使することができるものとする。

４）新株予約権を有する者が本（4）項の規定により、新株予約権を行使することができない場
合であっても、当社は、当該新株予約権を有する者に対して、損害賠償責任その他の責任を
一切負わないものとする。
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⑸　新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金および資本準備金
　新株予約権の行使により当社株式を発行する場合における増加する資本金および資本準備金の
額は、新株予約権無償割当て決議において別途定める額とする。

⑹　新株予約権の譲渡制限
　新株予約権の譲渡による取得については、当社取締役会の承認を要する。

⑺　当社による新株予約権の取得
１）当社は、上記（3）項に規定する新株予約権の行使期間開始日の前日までの間いつでも、新
株予約権を取得することが適切であると当社取締役会が認める場合には、当社取締役会が定
める日をもって、全ての新株予約権を無償で取得することができる。

２）当社は、当社取締役会が定める日の到来日をもって、上記（4）項1）の規定により新株予
約権を行使することができない者以外の者が有する新株予約権のうち、当該取締役会の定め
る日の前日までに未行使のもの全てを取得し、これと引換えに、新株予約権1個につき対象
株式数の当社株式を交付することができる。

３）上記（4）項1）の規定により新株予約権を行使することができない者が有する新株予約権
について、一定の行使条件や取得条項が付された別の新株予約権を対価として取得する旨の
取得条項を新株予約権無償割当て決議において当社取締役会が決定することがある。

⑻　合併、会社分割、株式交換および株式移転の場合の新株予約権の交付およびその条件
　新株予約権無償割当て決議において当社取締役会が決定する。

⑼　新株予約権証券の発行
　新株予約権については新株予約権証券を発行しない。

⑽　法令の改正等による修正
　上記で引用する法令の規定は、2022年2月10日現在施行されている規定を前提としているも
のであり、同日以後、法令の新設または改廃により、上記各項に定める条項ないし用語の意義等
に修正を加える必要が生じた場合には、当社取締役会において、当該新設または改廃の趣旨を考
慮の上、上記各項に定める条項ないし用語の意義等を適宜合理的な範囲内で読み替えることがで
きるものとする。

以　上
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【参考】

【参考】

当社株券等の大量買付行為開始時のフローチャート
当社の株券等に対する大量買付行為について、

当社が公表した買収防衛策に定められた手続の遵守を要請

（手続が遵守された場合）

大量買付者による買付提案書の提出

記載内容が不十分

取締役会評価期間
最大60日/90日以内

記載内容が十分

（手続が遵守されない場合）

当社取締役会による追加情報
提供の要求（10日以内、回答
期限60日以内）

本プランに定める手続を遵
守しない大量買付行為であ
ると認められる場合

当社取締役会の検討手続
（当社の企業価値および会社の利
益ひいては株主共同の利益を著し
く害するか）
・情報収集、代替案の検討
・大量買付者との協議・交渉
・外部専門家等からの助言の取得

独立委員会の検討手続
・外部専門家等からの助言の
取得
・取締役会に対して対抗措置
の発動の是非について勧告

・当社取締役会による必要情報受領の確認
・大量買付者および独立委員会に検討開始を通知

企業価値および会社
の利益ひいては株主
共同の利益を著しく
害する場合でない

企業価値および会社の
利益ひいては株主共同
の利益を著しく害する
場合

株主の皆様の意思を直
接確認することが実務
上適切

大量買付者による手続
不遵守を確認

諮問

勧告

独立委員会が発動を勧告

取締役会による決議（独立委員会の勧告を最大限尊重）

対抗措置発動せず 対抗措置発動
（新株予約権の無償割当て等）

株主総会による決議
対抗措置
発動不承認

対抗措置
発動承認

（注）本フローチャートは、本プランの手続の概要を記載したものです。詳細につきましては本文をご参照くだ
さい。
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地図

◇東京メトロ東西線 茅場町駅（12番出口） 徒歩約５分

◇東京メトロ日比谷線 茅場町駅（２番出口） 徒歩約５分

◇東京メトロ日比谷線 八丁堀駅（Ａ５番出口） 徒歩約５分

株主総会会場ご案内図

会　場　鉄　 鋼　 会　 館
（８階　801会議室）

〒103－0025　東京都中央区日本橋茅場町三丁目２番10号
TEL(03) 3669－4855

首都高速

鉄鋼会館

Ｐ

大垣共立銀行

平成通り

室町ランプ

内藤証券

中央警察署
茅場町駅
12番出口

日枝神社

東京証券会館

スマイルホテル
東京日本橋

ファミリー
マート

ホテル
サードニクス
東京

マツダ八重洲ショールーム

Tomod’s

東
西
線
茅
場
町
駅

エ
ー
ス
証
券

八
重
洲
通
り

鍛
冶
橋
通
り

永
代
通
り

日比谷線八丁堀駅 新大橋通り 日比谷線茅場町駅

茅場町
交番

PMO
八重洲通

ローソン

茅場町駅
２番出口八丁堀駅

A5番出口

N

ご注意
■駐車場の用意はいたしておりませんので、お車でのご来場はご遠慮くださいますよう
お願い申し上げます。


